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市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
「
山
梨
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

平
成
17
年
４
月
に
制
定
さ
れ
た
「
山
梨
市
男
女
共
同

参
画
社
会
推
進
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
が
市
民
の
皆

さ
ん
や
事
業
者
と
協
働
し
て
、
男
女
共
同
参
画
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
旧
山
梨
市
、
旧
牧
丘
町
が

策
定
し
た
計
画
を
生
か
す
こ
と
を
前
提
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
っ

て
把
握
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
確
認
し
な
が

ら
策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
山
梨
市

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
お
い
て
は
、
９
回
に

わ
た
る
会
議
に
お
い
て
計
画
案
を
慎
重
に
審
議
し
、

委
員
会
か
ら
計
画
案
に
対
す
る
意
見
の
ほ
か
、
今
後

の
行
政
運
営
に
対
す
る
意
見
も
含
め
た
答
申
を
受
け

ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

「山梨市男女共同
　参画基本計画」を
　　策定しました

◎男女共同参画社会とは……
　　男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって
　　男女が均等に政治的、経済的、社会的および文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会。
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山梨市男女共同参画基本計画

男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
す
る
た
め

の
意
識
改
革

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
平
成
18
年
５
月

実
施
）
に
よ
る
と
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
な

ど
の
分
野
に
お
い
て
は
、「
男
性
の
方
が
優

遇
さ
れ
て
い
る
」
と
、
不
平
等
を
感
じ
て
い

る
人
の
割
合
が
女
性
、
男
性
と
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
社
会
の
仕
組
み

や
慣
習
の
中
に
根
強
い
男
女
の
役
割
分
担
意

識
や
偏
見
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
個
人
の
主

体
的
な
生
き
方
を
制
限
し
て
い
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
固
定
的
性
別
役
割

分
担
※
１
意
識
を
見
直
す
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
に
啓
発
活
動
を
行
な
う
と
と
も
に
、
男
女

平
等
に
根
ざ
し
た
教
育
を
家
庭
、
学
校
、
社

会
に
お
い
て
も
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎分野別の男女平等感について

0 20 40 60 80 100

無回答わからない女性優遇
どちらかといえば
女性優遇平等どちらかといえば

男性優遇男性優遇

社会全体において

地域において

職場内において

学校生活において

家庭生活において 44.1 26.0 6.6

3.9

3.5

3.4

3.5

50.1

17.0

20.0

13.6

9.1

39.7

41.9

51.0

14.2

1.3

15.4

16.0

15.5

0.9

0.9

0.7

0.6

0.8

4.9

19.0

11.8

9.8

7.5

3.3

15.7

11.9

8.3

8.1

%

基 

本 

目 

標 

１

◆
計
画
の
期
間

　

平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　

Ⅰ　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
意
識

　
　
　

改
革

　
　

①
「
性
別
役
割
分
担
意
識
の
変
革
」
と
「
偏
見
の

　
　
　

解
消
」

　
　

②
男
女
平
等
教
育
の
推
進

　
　

③
男
女
間
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

　

Ⅱ　

男
女
共
同
参
画
に
よ
る
豊
か
な
社
会
づ
く
り

　
　

①
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大

　
　

②
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
社
会
慣
行
の

　
　
　

見
直
し

　
　

③
地
域
社
会
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
促
進

　
　

④
国
際
交
流
と
国
際
協
力
へ
の
男
女
共
同
参
画
の

　
　
　

推
進

　

Ⅲ　

男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
働
け
る
環
境
づ
く
り

　
　

①
男
女
平
等
な
雇
用
環
境
の
充
実
と
待
遇
の
確
保

　
　

②
生
活
を
尊
重
し
た
労
働
環
境
づ
く
り

　
　

③
自
営
の
農
林
業
、
商
工
業
に
お
け
る
女
性
の
就

　
　
　

業
環
境
の
整
備

　

Ⅳ　

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

　
　

①
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
子
育
て

　
　
　

支
援
策
の
充
実

　
　

②
高
齢
者
、
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

　
　
　

の
整
備

　
　

③
生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
支
援

　

Ⅴ　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
計
画
的
推
進

　
　

①
推
進
体
制
の
整
備
・
充
実

　
　

②
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
へ
向
け
た
各
種
団

　
　
　

体
と
の
連
携

◆
計
画
の
体
系
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0 20 40 60 80 100

無回答わからない反対どちらかと
いえば反対

どちらかと
いえば賛成賛成

女 性

男 性

全 体

◎「夫は仕事、妻は家庭」という考え方に対する賛否について

37.6

40.1

35.9

22.3

20.3

23.8

9.2

8.8

9.6

1.7

1.5

1.3

12.7

14.0

11.8

16.5

15.3

17.6

%

❖
施
策
の
方
向
な
ど

＊
各
種
審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
の
積
極
的
な

　

登
用

＊
自
治
会
な
ど
地
域
組
織
へ
の
男
女
共
同　

　

参
画
の
推
進

＊
積
極
的
改
善
措
置
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ

　

ョ
ン
）
※
３
の
促
進

＊
男
女
平
等
な
家
庭
を
実
現
す
る
た
め
の　

　

講
座
や
研
修
会
な
ど
の
開
催

＊
防
災
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の　

　

推
進

※３　積極的改善措置（ポジティブアクション）
　さまざまな分野において、活動に参画する機会の男女間の
格差を改善するため、必要な範囲内で男女のいずれか一方に
対し、活動に参画する機会を積極的に提供するものである。
　例としては、審議会などの委員に女性登用のための目標設
定をすることなどが挙げられる。

男
女
共
同
参
画
に
よ
る
豊
か
な

社
会
づ
く
り

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、「
夫

は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
考
え
に
対
し
、
男
性
54
・
１
％
、

女
性
47
・
７
％
が
賛
成
す
る
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
数
値
は
、
全
国
平
均
と
比
べ
る
と
や

や
高
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
は
性

別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が
や
や

強
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日
常

当
然
と
思
っ
て
い
る
慣
行
な
ど
を
、
男
女
平

等
の
視
点
で
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。 基 

本 

目 

標 

２

❖
施
策
の
方
向
な
ど

＊
広
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
た

　

広
報
活
動
の
推
進

＊
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
研
修
会
の
開
催

＊
社
会
的
性
別
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
※
２
の
視

　

点
の
定
義
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
意

　

識
啓
発
と
情
報
提
供
の
推
進

＊
情
報
を
主
体
的
に
読
み
解
き
、
自
ら
発
信

　

す
る
能
力
（
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
）

　

の
育
成

＊
学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
の　

　

推
進

＊
男
女
間
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

※１　固定的性別役割分担
　男女を問わず個人の能力などによって役割の分担を決めることが適当である
にもかかわらず、男性、女性という性別を理由として、役割を固定的に分ける
ことをいう。
　「男は仕事・女は家庭」、「男性は主要な業務・女性は補助的業務」などは、
固定的な考え方により男性・女性の役割を決めている例である。

※２　社会的性別（ジェンダー）
　人間には生まれついての生物学的性別がある。一方、社会通念や慣習の中に
は、社会によって作り上げられた「男性像」、「女性像」があり、このような男
性、女性の別を「社会的性別」（ジェンダー）という。「社会的性別」は、それ
自体に良い、悪いの価値を含むものではなく、国際的にも使われている。
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山梨市男女共同参画基本計画

男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
働
け
る

環
境
づ
く
り

　

女
性
の
年
齢
別
の
労
働
力
率
（
15
歳
以
上

人
口
に
占
め
る
労
働
者
の
割
合
）
は
、
出
産

や
育
児
期
に
あ
た
る
年
齢
層
で
大
き
く
減
少

し
、
育
児
か
ら
手
が
離
れ
る
時
期
に
再
就
職

す
る
と
い
う
Ｍ
字
型
を
描
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
女
性
の
労
働
力
率
と
就
業
希
望
率
を

合
計
す
る
と
Ｍ
字
カ
ー
ブ
の
く
ぼ
み
が
ほ
と

ん
ど
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
出
産
や
育
児
期

に
あ
る
女
性
が
、
就
業
希
望
を
持
ち
な
が
ら

も
就
業
を
継
続
で
き
ず
仕
事
を
辞
め
て
い
る

状
況
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な

機
会
と
待
遇
を
確
保
し
、
性
別
に
と
ら
わ
れ

な
い
個
人
の
能
力
に
基
づ
く
雇
用
管
理
の
実

現
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、「
男

女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今

後
、
行
政
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を
入
れ

て
い
く
べ
き
か
」
の
問
い
に
対
し
て
、「
保

育
の
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
や
、
高
齢
者
や
病
人

の
施
設
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
」

を
選
ん
だ
人
が
最
も
多
い
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
よ
う
子
育
て
の
社
会
的
支
援
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

❖
施
策
の
方
向
な
ど

＊
妊
娠
か
ら
出
産
育
児
ま
で
、
一
貫
し
た
各
種

　

の
教
室
、
学
級
や
相
談
事
業
の
実
施

＊
延
長
保
育
、
特
定
保
育
、
一
時
保
育
お
よ

　

び
病
後
児
保
育
な
ど
の
充
実

＊
放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

＊
高
齢
者
、
障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る　

　

社
会
基
盤
の
整
備

＊
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ

　
※
６
に
関
す
る
啓
発
と
支
援

基 

本 

目 

標 

４

基 

本 

目 

標 

３

❖
施
策
の
方
向
な
ど

＊
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
な
ど
の
周
知
徹
底

＊
間
接
差
別
※
４
の
禁
止
の
呼
び
か
け

＊
育
児
、
介
護
な
ど
家
族
的
責
任
を
有
す
る

　

労
働
者
へ
の
支
援

＊
総
労
働
時
間
短
縮
の
推
進

＊
家
族
経
営
協
定
※
５
締
結
の
推
進

■女性の年齢階級別労働力率の国際比較（厚生労働省ホームページから）

※４　間接差別
　外見上は公平・中立的だが、結果が男女不平等をもたらすような規定・基準・慣行のこと。
　【例】	◎募集、採用にあたり、労働者の身長、体重または体力を要件とすること
	 ◎コース別雇用管理制度における総合職の募集、採用にあたり、転居を伴う転勤に
	 　応じることができることを要件とすること
	 ◎昇進にあたり、転勤経験があることを要件とすること　など

※５　家族経営協定
　　家族経営が中心の我が国の農業において、家族一人一人の役割と責任を明確化し、男女を問わず意欲をもっ
　て取り組めるようにするため、農業経営を担っている家族の皆が話し合って農業経営の方針、労働報酬、休日・
　労働時間、経営移譲などについて文書で取り決めるもの。
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◎今後、行政が力を入れていくべきこと

0 10 20 30 40 50 60 70

女性男性全体

無回答………………………………………………

広報誌やパンフレットなどで、男女の平等と
相互の理解や協力についてＰＲする…………

各国の女性との交流や情報提供など、国際交流を推進する

男女の生き方に関する情報提供や交流、
相談業務などを行う施設を設置する…………

学校教育や社会教育などの生涯学習の場で、男女の平等と
相互の理解や協力についての学習を充実させる…………

保育の施設・サービスや高齢者や病人の施設、
介護サービスを充実させる………………………
女性の就労の機会を増やしたり、従来女性が少なかった
分野への女性の進出を促進したりするため、
職業教育や職業訓練を充実させる……………………

職場における男女の均等な取り扱いに
ついて、周知徹底を行なう……………………

各種団体の女性リーダーを養成する…………

女性を政策決定の場に積極的に登用する…………

法律や制度の面で見直しを行なう……………

%

33.1
38.3

30.1

27.5
26.3

26.6

13.9
15.5

13.0

32.8
30.6
34.5

35.0
30.2

39.0

62.7

66.0

58.8

30.3
29.7
30.9

19.1
19.1
19.1

7.2
5.4
8.5

15.7
16.2
15.4

8.7
8.6
8.3

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

計
画
的
推
進

　

こ
の
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
は
、
広

範
多
岐
で
あ
り
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
計
画
に
基
づ

く
各
施
策
は
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
推
進
体
制
を
整
備
・
強
化
す
る
と
と
も

に
、
各
施
策
の
適
切
な
進
行
管
理
を
行
な
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
市
と
各
種
団
体
な
ど
が
相
互
に
連

携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
一
人
一
人

の
意
識
改
革
を
進
め
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
❖
施
策
の
方
向
な
ど

＊
市
に
お
け
る
推
進
体
制
の
整
備
・
充
実

＊
職
員
へ
の
男
女
共
同
参
画
意
識
の
浸
透
と

　

推
進

＊
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
へ
の
支
援

＊
各
種
団
体
な
ど
と
の
連
携
・
支
援

基 

本 

目 

標 

５
　
「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」

　
　
　
　
　
　

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　

総
合
政
策
課　

政
策
推
進
担
当

　
　
　

☎
�
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
２
、２
３
３
）

※６　リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
　1994 年にカイロで開催された国際人口・開発会議において提唱された概念で、今
日、女性の人権の重要な一つとして認識されるに至っている。リプロダクティブ・

ヘルス／ライツの中心課題には、いつ、何人子どもを産むか産まないかを選ぶ自由、

安全な妊娠・出産、子どもが健康に生まれ育つことなどが含まれており、また、思

春期や更年期における健康上の問題等生涯を通じての性と生殖に関する課題が幅広

く議論されている。

山梨市男女共同参画基本計画
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97か所が土砂災害警戒区域 (イエローゾーン）に、
82か所が特別警戒危険区域（レッドーゾーン）に

土砂災害防止法に基づく危険度調査により、三富地域の

指定されました！	
　
「
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土

砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」（
土
砂
災
害
防
止
法
）
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
広
報
７
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
法
律
に

基
づ
き
、
県
で
は
三
富
地
域
（
広
瀬

地
区
を
除
く
）
の
土
砂
災
害
危
険
箇

所
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
97
か
所
が
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
、
82
か
所
が
特
別
警
戒

危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
峡
東
建
設
事
務
所
（
県

の
機
関
）
が
昨
年
８
月
、
三
富
地
域

の
区
長
、
組
長
ら
を
対
象
と
し
た
地

元
説
明
会
を
開
催
し
た
後
、
９
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
三
富
地
域
（
広
瀬
地
区

を
除
く
）
で
の
調
査
結
果
を
報
告
会

な
ど
で
地
元
に
お
知
ら
せ
し
、
３
月

29
日
付
け
で
指
定
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
指
定
を
受
け
る
と
、
次
の
よ

う
な
対
応
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

　
　
　
　
　
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）

■
警
戒
避
難
体
制
の
整
備

　

土
砂
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
た

め
、
災
害
情
報
の
伝
達
や
避
難
が
早

く
で
き
る
よ
う
警
戒
避
難
体
制
の
整

備
が
図
ら
れ
ま
す
。

市
窓
口　

総
務
課
行
政
防
災
防
犯　

　
　
　
　

担
当
（
内
線
２
２
７
）

「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」

　
　
　
　
　
　
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）　

1
建
築
物
の
構
造
規
制

　

居
室
を
有
す
る
建
築
物
は
、
作
用

す
る
と
さ
れ
る
衝
撃
に
対
し
て
建
築

物
の
構
造
が
安
全
で
あ
る
か
ど
う
か

☟「土砂災害防止法」で区域に指定されると……

「土砂災害危険箇所」とは？
　がけ崩れや土石流、地すべりが発生する可能性がある地形。例えば、がけ崩れ
では、高さ５ｍ以上、勾配 30 度以上の傾斜地とその周辺を「急傾斜地崩壊危険
箇所」と呼びます。
　県では、概ね５年に一度、地図などを用いて危険箇所の抽出を行なっており、
県内全体で約 4,800 か所を確認しています。市内には 290 か所があり、山梨地
域は 79 か所、牧丘地域 120 か所、三富地域は 91 か所となっています。

建
築
確
認
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

市
窓
口　

都
市
計
画
課
都
市
整
備

　
　
　
　

担
当
（
内
線
２
７
４
）　

2
特
定
の
開
発
行
為
に
対
す
る

　

許
可
制

　

住
宅
宅
地
分
譲
や
災
害
弱
者
関
連

施
設
の
建
築
の
た
め
の
開
発
行
為

は
、
基
準
に
合
っ
た
も
の
に
限
っ
て

許
可
さ
れ
ま
す
。

市
窓
口　

都
市
計
画
課
都
市
整
備

　
　
　
　

担
当
（
内
線
２
７
４
）

3
建
築
物
の
移
転

　

著
し
い
破
損
が
生
じ
る
お
そ
れ
の

あ
る
建
築
物
の
所
有
者
な
ど
に
対

し
、
移
転
な
ど
の
勧
告
が
行
な
わ
れ

ま
す
。

市
窓
口　

建
設
課
管
理
担
当

　
　
　
　
（
内
線
２
６
５
）

県
窓
口
（
1
～
3
）

　

峡
東
建
設
事
務
所　

河
川
砂
防
第

　

一
課　

北
部
河
川
砂
防
担
当

　

☎
⑳
２
７
１
５　

	
	

　　

今
後
、牧
丘
地
域
は
平
成
19
年
度
、

山
梨
地
域
は
20
年
度
に
調
査
し
、
順

次
指
定
が
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。	

　

な
お
、
牧
丘
地
域
の
一
部
成
沢
、

大
沢
、室
伏
（
乙
ヶ
妻
地
区
を
除
く
）

地
区
に
つ
い
て
は
18
年
度
中
に
調
査

が
終
了
し
て
お
り
、
引
き
続
き
指
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

指
定
地
の
具
体
的
内
容
・
指
定
地

内
で
の
開
発
の
手
続
き
な
ど
は
各
担

当
窓
口
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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３年目

２年目

１年目
平
成
19
年
度　

市
の
予
算
と
主
要
事
業

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ

　

市
で
は
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
三
段
跳
び
に
た
と
え
、
合
併
１
年

目
を
「
ホ
ッ
プ
」、
２
年
目
を
「
ス

テ
ッ
プ
」
と
し
、
総
合
計
画
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
立
案
や
施
策

の
展
開
な
ど
の
基
礎
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
３
年
目
に
あ
た

る
平
成
19
年
度
は
「
ジ
ャ
ン
プ
」
の

年
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
基
礎
固
め
を
す
る
大
切

な
年
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
地
方
分
権
を
徹
底
し
て
進

め
て
お
り
、「
新
分
権
一
括
法
案
」

を
３
年
以
内
に
国
会
提
出
で
き
る
よ

う
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
や
国
の

関
与
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
交
付
税
、

補
助
金
、
税
源
配
分
の
一
体
的
な
見

直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
方
公

共
団
体
間
の
財
政
力
の
格
差
の
縮
小

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

　

総
務
省
で
は
、「
地
方
の
活
力
な

く
し
て
国
の
活
力
な
し
」
の
観
点
か

ら
、「
魅
力
あ
る
地
方
」
の
創
出
に

向
け
て
、
地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き
に
取
り
組

む
地
方
自
治
体
に
対
し
、
地
方
交
付

税
な
ど
の
支
援
措
置
を
新
た
に
講
ず

る
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

　

地
方
の
や
る
気
、
知
恵
と
工
夫
を

引
き
出
す
に
は
、
地
域
に
住
む
人
の

ニ
ー
ズ
を
一
番
良
く
分
か
っ
て
い
る

地
方
が
自
ら
考
え
、
実
行
す
る
こ
と

の
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

す
。

　

本
市
で
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
知
恵
と
工
夫
を
出
し
合
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
展
開
を
す
る
中

で
、
先
に
策
定
し
た
「
山
梨
市
総
合

計
画
」
に
基
づ
き
一
層
の
施
策
展
開

を
行
な
い
、
将
来
像
と
し
て
掲
げ
た

「
人
・
地
域
・
自
然
が
奏
で
る　

和

み
の
ま
ち　

山
梨
市
」
の
実
現
に
向

け
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆

　

平
成
19
年
度
は
、
国
が
進
め
る
三

位
一
体
改
革
の
一
環
と
し
て
、
３
兆

円
規
模
の
税
源
移
譲
が
実
施
さ
れ
、

所
得
税
は
１
月
か
ら
、
住
民
税
は
６

月
か
ら
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
の
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
の

税
源
移
譲
分
は
、
19
年
度
予
算
に
お

い
て
約
３
億
円
の
増
収
を
見
込
み
ま

し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
度
予
算
か
ら
人
口
と
面
積
を
基

本
と
し
た
簡
素
な
算
定
を
行
な
う
新

型
交
付
税
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
へ
の
影
響
額
に
つ
い
て
は
、

地
方
財
政
計
画
で
は
交
付
税
総
額
が

４
・
４
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
交
付
額
が
18
年
度
よ
り
下
回

る
見
込
み
で
あ
り
、
今
後
の
算
定
事

務
を
通
じ
て
動
向
を
適
切
に
把
握
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
地
方
譲
与
税
は
所
得
譲
与

税
の
廃
止
に
伴
い
減
収
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ら
を
精
査
す
る
中
で
見
込
み
得
る
額

を
計
上
し
、
合
併
特
例
債
の
活
用
も

図
り
ま
し
た
。
財
政
調
整
基
金
、
市

債
管
理
基
金
も
18
年
度
同
様
取
り
崩

し
を
行
な
い
、
財
源
の
確
保
を
図
る

な
ど
、
例
年
以
上
に
厳
し
い
状
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
、
歳
入
の
確
保
や
経
費
の
削
減

は
も
と
よ
り
、
従
来
の
慣
例
に
と
ら

わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
行

政
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
法
や

仕
組
み
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
徹
底

し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
な

い
、
施
策
の
優
先
度
を
厳
し
く
精
査

し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効

率
的
配
分
を
行
な
う
な
ど
、
最
大
限

の
努
力
と
工
夫
を
重
ね
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
経
常
経
費
は
も
と
よ
り

市
単
独
事
業
や
、
事
務
事
業
の
圧
縮

を
図
り
、
各
種
事
業
の
選
別
や
事
業

効
果
な
ど
に
つ
い
て
精
査
を
重
ね
、

見
込
め
る
財
源
も
最
大
限
見
込
み
予

算
編
成
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
山
梨
市

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
、

１
６
１
億
５
，
５
２
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
（
前
年
度
比
０
・
58
％
減
）。

＊
主
要
事
業
に
つ
い
て
は
、
10
・
11

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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一般会計予算　161 億 5,520 万円

歳入

歳出

市　税
40億 1,639 万円
24.86％

地方交付税
51億 5,000 万円
31.88％

市　債
23億 6,940 万円

14.67％

✿分担金・負担金
６億 9,078 万円　4.27％

✿財政調整基金繰入金等
５億 3,886 万円　3.33％

✿使用料及び手数料
３億 5,077 万円　2.17％

✿諸収入　３億 911 万円　1.92％
✿繰越金　5,000 万円　0.31％

✿その他　978 万円　0.06％

✿国庫支出金
11億 1,089 万円　6.87％

✿県支出金　８億 3,332 万円　5.16％

✿地方譲与税　1億 8,600 万円　1.15％

✿交付金など　２億 2,090 万円　1.26％

＊

＊＊＊

＊ ＊

✿地方消費税交付金　３億 3,700 万円　2.09％

＊＊

＊＊

民生費
38億 8,646 万円

24.06％

総務費
26億 3,302 万円

16.3％

土木費
23億 917 万円

14.29％

公債費
22億 7,318 万円

14.07％

教育費
16億

9,189 万円
10.47％

✿農林水産業費　８億 645 万円　4.99％

✿衛生費　12億 8,558 万円　7.96％

✿商工費費　４億 827 万円　2.53％

✿議会費　１億 7,053 万円　1.06％　　労働費　6,317 万円　0.39％
　災害復旧費　458 万円　0.03％　諸支出金　47 万円　予備費　2,000 万円　0.12％　

✿消防費　６億 243 万円　3.73％

＊

＊

＊＊

＊

自主財源　36.92％　 依存財源　63.08％　
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「人・地域・自然が奏でる　和みのまち　山梨市」の実現を目指して　

　平成19年度、主要事業をお知らせします。
広聴広報事業…………………………………… 1,338 万円
防犯事業………………………………………… 1,011 万円
山梨県議会議員選挙…………………………… 1,750 万円
参議院議員通常議員選挙……………………… 2,340 万円
諏訪 ･西保財産区議会議員選挙…………………… 192万円
市営バス運行事業……………………………… 7,883 万円
東市有地整備事業………………………… 9億 5,747 万円
地域審議会設置事業…………………………………61万円
男女共同参画推進事業………………………………27万円
庁内情報化推進事業…………………………… 6,665 万円
電子自治体推進事業……………………………… 678万円
国際交流事業……………………………………… 231万円
地域情報化推進事業…………………………… 3,453 万円
広域水道企業団負担金…………………… 1億 5,289 万円

ごみ減量化対策事業………………………… 1億 813 万円
ごみ焼却場設備補修事業……………………… 4,665 万円
甲府 ･峡東ごみ処理施設一部事務組合負担金	3,226 万円
東山梨環境衛生組合負担金……………… 1億 2,617 万円
不燃物処理事業………………………………… 4,214 万円
塵芥収集事業…………………………………… 7,459 万円
環境保全対策事業………………………………… 941万円
山梨市新エネルギー推進事業…………………… 552万円
東山梨斎場負担金……………………………… 7,101 万円
簡易水道特別会計繰出金………………… 1億 3,227 万円
休日夜間急患診療体制事業…………………… 2,066 万円
小児救急医療事業………………………………… 148万円
食育推進事業…………………………………………50万円
母子保健対策事業……………………………… 2,045 万円
予防接種事業…………………………………… 3,299 万円
保健事業………………………………………… 8,079 万円
体外式除細動器設置事業………………………… 125万円

30人授業実施事業……………………………… 1,491 万円
複式学級解消事業………………………………… 596万円
英語指導助手設置事業………………………… 3,371 万円
小学校給食調理業務委託事業………………… 2,400 万円
小学校施設整備事業…………………………… 4,763 万円
中学校施設整備事業…………………………… 2,728 万円
耐震診断判定事業……………………………… 1,995 万円
花かげホール自主事業…………………………… 300万円
埋蔵文化財調査事業…………………………… 1,123 万円
フィールドミュージアム推進事業…………………41万円
地区公民館施設整備事業……………………… 2,711 万円
「桃花能」開催事業………………………………… 320万円
横溝正史館運営事業……………………………… 173万円
根津記念館事業…………………………………… 269万円

【総務費】

【衛生費】

【教育費】

【予算に関する問い合わせ】
総合政策課　財政担当
☎� 1111（内線 238、239）

国民健康保険特別会計………………… 45億 9,171 万円
老人保健特別会計……………………… 43億 1,170 万円
交通・火災災害共済事業特別会計…………… 1,759 万円
下水道事業特別会計…………………… 15億 4,688 万円
浄化槽事業特別会計…………………………… 7,113 万円
介護保険特別会計……………………… 21億 6,512 万円
居宅介護支援特別会計………………………… 1,648 万円
居宅介護予防支援事業特別会計……………… 1,566 万円
牧丘簡易水道特別会計……………………５億 2,759 万円
三富簡易水道特別会計………………………… 5,507 万円
活性化事業特別会計…………………………… 9,494 万円

特別会計　134 億 1,387 万円

水道事業会計	 収入	 ８億 3,927 万円
	 支出	 10 億 6,901 万円

収益的収入…………………………………４億 7,263 万円
　　　支出…………………………………４億 7,102 万円
資本的収入…………………………………３億 6,664 万円
　　　支出…………………………………５億 9,799 万円
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「人・地域・自然が奏でる　和みのまち　山梨市」の実現を目指して　

　平成19年度、主要事業をお知らせします。
小原東東後屋敷線改良事業 … ……………１億 4,695 万円
落合正徳寺線改良事業………………………… 7,101 万円
野背坂線改良事業……………………………… 4,567 万円
石森山南線第２期改良事業…………………… 2,613 万円
道路改良事業…………………………………２億 412万円
河川水路改良事業……………………………… 2,098 万円
市営住宅改修事業……………………………… 3,283 万円
定住促進住宅事業………………………………… 279万円
土地区画整理事業…………………………１億 2,527 万円
まちづくり交付金事業……………………５億 6,559 万円
万力公園管理事業……………………………… 3,950 万円
駅前広場・駐車場管理事業…………………… 1,518 万円
木造住宅耐震化促進事業 … ……………………… 120万円
下水道 ･浄化槽事業特別会計繰出金………７億 4,645 万円

国民健康保険特別会計繰出金……………２億 4,725 万円
老人保健特別会計繰出金…………………３億 5,213 万円
戸籍住民基本台帳システム管理事業………… 4,319 万円
後期高齢者医療広域連合事業………………… 1,863 万円
乳幼児医療費助成事業………………………… 5,940 万円
老人福祉センター運営事業…………………… 3,564 万円
心身障害者小規模通所授産施設運営事業……… 967万円
重度心身障害児・者医療費助成事業……１億 5,116 万円
老人ホーム入所措置事業……………………… 9,494 万円
老人医療助成事業……………………………… 2,932 万円
精神障害者福祉事業……………………………… 651万円
障害者介護等給付事業……………………１億 7,952 万円
障害者自立支援医療費支給事業……………… 1,555 万円
障害者補装具支給事業………………………… 1,200 万円
障害者地域生活支援事業……………………… 2,135 万円
ひとり親家庭医療費助成事業………………… 1,081 万円
特別保育運営事業……………………………… 1,080 万円
保育所保護者負担金軽減事業………………… 9,214 万円
児童扶養手当支給事業……………………１億 2,955 万円
児童センター・学童クラブ運営事業………… 4,478 万円
子育て支援事業…………………………………… 857万円
第３子祝金支給事業……………………………… 910万円
児童手当支給事業…………………………２億 4,766 万円
介護予防地域支え合い事業…………………… 2,981 万円
介護保険特別会計繰出金…………………３億 5,016 万円
居宅介護支援事業特別会計繰出金…………………88万円
居宅介護予防支援事業特別会計繰出金………… 606万円

農地・水・環境保全向上対策事業……………… 348万円
グリーンツーリズム推進事業………………… 2,206 万円
中山間地域等直接支払制度推進事業………… 2,050 万円
中山間地域総合整備事業……………………… 2,648 万円
ため池等整備事業（西保堰改修）…………… 1,858 万円
農業担い手対策事業…………………………… 3,007 万円
土地改良事業…………………………………１億 239万円
基盤整備促進事業（矢坪地区）……………… 6,099 万円
畑地帯総合整備事業（牧丘西保下地区）…… 3,433 万円
団体営土地改良整備事業（万力地区）……… 5,155 万円
林業振興事業…………………………………… 1,301 万円
市有林整備事業…………………………………… 540万円
林道整備事業…………………………………… 2,207 万円
林道維持管理事業……………………………… 1,477 万円
地籍調査事業…………………………………… 1,142 万円
森林セラピー推進事業………………………………69万円

東山梨消防組合負担金………………………４億 398万円
非常備消防事業………………………………… 3,566 万円
消防施設整備事業……………………………… 6,287 万円
防災対策事業……………………………………… 833万円
防災行政無線整備事業…………………………… 300万円

観光宣伝事業…………………………………… 1,527 万円
観光施設整備事業……………………………… 1,060 万円
笛吹の湯維持管理事業………………………… 1,570 万円
商工業振興指針検討策定事業……………………… 5万円

【土木費】

【農林水産業費】

【商工費】

【消防費】

【民生費】
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地
方
分
権
の
時
代
は
、
地
方
公
共
団
体

が
自
ら
財
源
の
確
保
を
行
な
い
、
住
民
に

と
っ
て
真
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
の

責
任
で
よ
り
効
率
的
に
行
な
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
国
税

か
ら
地
方
税
へ
、
税
そ
の
も
の
の
形
で
約

３
兆
円
が
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

具
体
的
な
内
容
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
税
（
所
得
税
・
市
県
民
税
）
が
変
わ
り
ま
す
。

平
成
19
年
か
ら

国が進めている三位一体改革の一つとして、国の所得税から地方の
市県民税（住民税）へ、3兆円規模の税源移譲が行なわれます。
これにより、みなさんが収めている市県民税が、平成19年度から
大きく変わります。

Ｑ　

ど
う
し
て
変
わ
る
の
？

よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、
効
率
よ
く
行
な
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

これまで

住民
地方

国

（県・市区町村）

行政サービス

住民税

所得税 国庫
補助金

これから

住民
地方

国

（県・市区町村）

行政サービス

住民税
（＋3兆円）

所得税
（－3兆円）

国庫
補助金
（－3兆円）

（税源移譲後）

所得税と住民税が
変わるゾウ！

どんなふうに
変わるんダイ？

　

現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
、
国
が
国
民
か
ら

一
括
し
て
集
め
（
国
税
）、
そ
の
中
か
ら

国
庫
補
助
金
と
い
う
名
目
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
県
や
市
区
町
村
（
地
方
公
共
団
体
）
に

お
金
を
振
り
分
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
必
ず
し
も
自
主
性

が
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
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◎所得税と市県民税を合わせた税率

これから
（税源移譲後）

10％
５％ 10％

33％

15％
20％

30％

20％ 23％
40％

33％

43％
50％

0　195　330　695　900　1,800　万円
(課税所得金額)

※一番上の数字が所得税と
市県民税を合わせた税率です。

これまで

５％ 10％
10％

10％

30％

15％
20％

30％

13％

20％
20％

37％
33％

43％
50％

0　　200　　330　700　900　1,800　万円
(課税所得金額)

所得税
市県民税

Ｑ　

ど
ん
な
ふ
う
に
変
わ
る
の
？

市
県
民
税
の
所
得
割
税
率
が
10
％
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

※夫婦＋子ども 2人の場合、子どものうち 1人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
★上記は税源移譲による負担変動を示すものです。このほか平成 19年分所得税、平成 19年度分市県民税から
　定率減税が廃止されるなどの影響があることにご留意ください。

　

これまで

▲
0

▲
200万円

▲
700万円

５％
10％

13％

(課税所得)

※税率は、県民税と市民税を合わせたもの

▲
0

10％

(課税所得)

（市民税６％、県民税４％）

これから
（税源移譲後）

<例>夫婦＋子ども2人の場合

給与収入
税源移譲前 （単位：円）

⇒

税源移譲後 （単位：円）

＝

負担増減額
所得税 市県民税 合　計 所得税 市県民税 合　計

300 万円 0 9,000 9,000 0 9,000 9,000 0 円
500 万円 119,000 76,000 195,000 59,500 135,500 195,000 0 円
700 万円 263,000 196,000 459,000 165,500 293,500 459,000 0 円
1,000 万円 688,000 442,000 1,130,000 590,500 539,500 1,130,000 0 円

Ｑ　

税
負
担
は
増
え
る
の
？

　

原
則
と
し
て
、
市
県
民
税
が
増
え

た
額
＝
所
得
税
が
減
っ
た
額
と
な
る

の
で
、
税
率
が
改
正
に
な
っ
て
も
納

税
者
の
負
担
は
増
え
な
い
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
定
率
減
税
が
（
所
得
税

は
19
年
分
か
ら
、
市
県
民
税
は
19
年

度
分
か
ら
）
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
今
ま
で
定
率
減
税
に
よ
り
減
額

さ
れ
て
い
た
部
分
が
課
税
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
実
質
的
な
負
担
は

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
所
得
額
に
よ
り
３
段
階
に

分
か
れ
て
い
た
個
人
市
県
民
税
の
税
率

を
、
所
得
の
多
い
少
な
い
に
か
か
わ
ら
ず

一
律
10
％
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
高
額
所
得
者
の
多
い
地

域
に
税
収
が
集
中
す
る
こ
と
な
く
、
税
源

移
譲
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
個
々
の
納
税
者
の

　

負
担
が
増
え
な
い
よ
う
、
個
人
市
県
民

　

税
に
お
い
て
所
得
税
と
個
人
市
県
民
税

　

の
人
的
控
除
額
（
納
税
者
本
人
控
除
お

　

よ
び
扶
養
控
除
な
ど
）
の
差
に
基
づ
く

　

負
担
増
を
調
整
す
る
減
額
措
置
を
講
じ

　

ま
す
。

※
税
源
移
譲
に
伴
い
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税

　
（
平
成
18
年
ま
で
に
入
居
し
た
も
の
に

　

限
る
）
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
所
得
税
額

　

が
減
少
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
翌
年

　

度
の
個
人
市
県
民
税
に
お
い
て
減
額
調

　

整
す
る
措
置
を
講
じ
ま
す
。

　

市
県
民
税
所
得
割
の
10
％
比
例
税
率
化

に
伴
い
、
国
税
（
＝
所
得
税
）
の
税
率
構

造
も
見
直
さ
れ
ま
す
。
市
県
民
税
に
つ
い

て
は
最
低
税
率
が
５
％
→
10
％
に
引
き
上

げ
、
最
高
税
率
が
13
％
→
10
％
に
引
き
下

げ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
所
得
税
は
逆
に

最
低
税
率
が
10
％
→
５
％
に
引
き
下
げ
、

最
高
税
率
が
37
％
→
40
％
に
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
人
的
控
除
の
差
に

対
応
し
た
減
額
措
置
な
ど
も
講
じ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、
税
源
移
譲
の

前
と
後
で
「
市
県
民
税
＋
所
得
税
」
の
納

税
者
の
負
担
（
額
）
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
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し
（
所
得
税
か
ら
個
人
市
県
民
税
へ
の
本

格
的
な
税
源
移
譲
）
が
必
要
と
な
る
こ
と

を
展
望
し
て
、
定
率
減
税
が
段
階
的
に
廃

止
と
な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

定
率
減
税
は
、
18
年
度
に
す
で
に
半
分

に
圧
縮
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
に
は
廃
止

と
な
り
ま
す
（
表
１
）。

　

65
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
２
５
万
円
以
下
の
人
に
適
用
さ
れ
て
い

た
老
年
者
非
課
税
措
置
は
、
段
階
的
に
廃

止
さ
れ
ま
す
（
表
２
）。

　

平
成
20
年
度
か
ら
損
害
保
険
料
控
除
を

組
み
換
え
し
、
地
震
保
険
料
控
除
制
度
を

創
設
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
２

分
の
１
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
す
る
も

の
で
、
最
高
額
は
２
万
５
千
円
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
従
来
の
損
害
保
険
控
除

は
、
原
則
と
し
て
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
平

成
18
年
末
ま
で
に
締
結
し
た
長
期
保
険
契

約
（
保
険
期
間
が
10
年
以
上
で
満
期
返
戻

金
の
支
払
い
が
あ
る
も
の
）
で
、
地
震
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
は
、

従
来
の
長
期
損
害
保
険
料
控
除
が
適
用
で

き
ま
す
。

▪
定
率
減
税
の
廃
止

　　　　　区　分
年　度 所得税 個人市県民税

17年（度）まで 20％相当額
（限度額25万円）

15％相当額
（限度額4万円）

18年（度） 10％相当額
（限度額12万5千円）

7.5％相当額
（限度額2万円）

19年（度）以降 廃　　止

【表1　定率減税の段階的廃止】

▪
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

他
に
も
18
年
度
か
ら
段
階
的
に
変
わ
っ
た
も
の
、
廃
止
さ
れ
た
も
の

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
改
め
て
、
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【表２　老年者非課税措置の段階的廃止】

65歳以上（合計所得金額125万円以下）の経過措置

　　　　区　分
年　度

個人市民税 個人県民税

　17年度まで 非課税

　18年度
均等割　1,000円
所得割　1/3を課税

均等割　300円
所得割　1/3を課税

　19年度
均等割　2,000円
所得割　2/3を課税

均等割　600円
所得割　2/3を課税

　20年度以後
均等割　3,000円
所得割　全額課税

均等割　1,000円
所得割　全額課税

※ 65歳以上の人でも、寡婦（寡夫）・障害者に該当する人は、合計
　所得金額が 125 万円以下であれば、今までどおり非課税となりま
　す。また、その他の非課税要件も今までどおりとなります。

▪
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

▪
老
年
者
控
除
の
廃
止

▪
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し

◉納税額が変わるのは……
　　　　　所得税➡平成19年 1月分から　
　　個人市県民税➡平成19年 6月分から

　

平
成
11
年
に
景
気
対
策
と
し
て
導
入
し

た
定
率
減
税
で
は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税

額
の
20
％
相
当
額
（
最
高
限
度
額
25
万

円
）
の
所
得
税
と
、
所
得
割
額
の
15
％
相

当
額
（
最
高
限
度
額
４
万
円
）
の
市
県
民

税
が
減
税
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
に
比
べ
経
済
状
況
が
改

善
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
18
年
度
の
税
制
改

正
で
は
、
個
人
所
得
課
税
の
抜
本
的
見
直

　

平
成
18
年
度
か
ら
年
齢
65
歳
以
上
で
合

計
所
得
金
額
１
０
０
０
万
円
以
下
の
人
に

適
用
さ
れ
て
い
る
老
年
者
控
除
（
個
人
市

県
民
税
48
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
、
年
齢
65
歳
以
上
の

人
に
つ
い
て
、
公
的
年
金
収
入
か
ら
所
得

を
算
出
す
る
際
の
計
算
式
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
（
表
３
）。

　

な
お
、
年
齢
65
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て

は
現
行
ど
お
り
で
す
。



広報やまなし 2007.5-15

　

前
年
中
の
所
得
金
額
が
、
一
定
額
以
下

の
場
合
は
均
等
割
も
所
得
割
も
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
の
非
課
税
基
準
額
が
、
平
成
18
年
度

か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額　

　

合
計
所
得
金
額
が
式
１
で
求
め
た
金
額

　

以
下
の
場
合
、
均
等
割
は
か
か
り
ま
せ

　

ん
。

⑵
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額

　

総
所
得
金
額
な
ど
が
式
２
で
求
め
た
金

　

額
以
下
の
場
合
、
所
得
割
は
か
か
り
ま

　

せ
ん
。

　

従
っ
て
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親

族
の
い
な
い
人
の
非
課
税
限
度
額
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
が
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶

養
親
族
の
い
る
人
は
非
課
税
限
度
額
が
引

き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【表３　公的年金収入から所得を算出する計算式】

対象：65歳以上
平成17年度まで

収入金額（Ａ） 所得金額
260万円未満 　　（Ａ）－140万円
260万円以上460万円未満 （Ａ）×75％－   75万円
460万円以上820万円未満 （Ａ）×85％－121万円
820万円以上 （Ａ）×95％－203万円

↓
平成18年度から

収入金額　（Ａ） 所得金額
330万円未満 　　　（Ａ）－120万円
330万円以上410万円未満 （Ａ）×75％－   37万５千円
410万円以上770万円未満 （Ａ）×85％－   78万５千円
770万円以上 （Ａ）×95％－155万５千円

※ここでいう公的年金とは、国民年金、厚生年金、共済年金など
　を指します。障害年金、遺族年金は非課税です。

▪
非
課
税
限
度
額
の
見
直
し

17年度まで 28万円 ×
家族数（本人＋控除対象配偶者
＋扶養親族数の合計数）

＋ 176,000円

※ただし、控除対象配偶者及び扶養親族がいない場合は176,000円を加算しない。

↓
18年度から 28万円 ×

家族数（本人＋控除対象配偶者
＋扶養親族数の合計数）

＋
168,000円
今回改正

※ただし、控除対象配偶者及び扶養親族がいない場合は168,000円を加算しない。

【式１　均等割の非課税限度額】均等割非課税限度額早見表

扶養人数 均等割が非課税と
なる所得限度額

0人 280,000円
1人 728,000円
2人 1,008,000円
3人 1,288,000円
4人 1,568,000円

17年度まで 35万円 ×
家族数（本人＋控除対象配偶者
＋扶養親族数の合計数）

＋ 350,000円

※ただし、控除対象配偶者及び扶養親族がいない場合は350,000円を加算しない。

↓
18年度から 35万円 ×

家族数（本人＋控除対象配偶者
＋扶養親族数の合計数）

＋
320,000円
今回改正

※ただし、控除対象配偶者及び扶養親族がいない場合は320,000円を加算しない。

【式２　所得割の非課税限度額】所得割非課税限度額早見表

扶養人数 所得割が非課税と
なる所得限度額

0人 350,000円
1人 1,020,000円
2人 1,370,000円
3人 1,720,000円
4人 2,070,000円

【
問
い
合
わ
せ
】　

税
務
課
市
民
税
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
、１
２
３
）
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現
在
、
甲
府
、
笛
吹
、
山
梨
、
甲

州
の
各
市
の
ご
み
処
理
施
設
は
、
老

朽
化
が
始
ま
っ
て
い
る
う
え
、
そ
れ

ぞ
れ
使
用
期
限
も
迫
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
焼
却
処
理
だ
け
で
な
く
、
破

砕
・
選
別
処
理
と
い
っ
た
ご
み
の
中

間
処
理
全
体
に
対
し
、「
新
ご
み
処

理
施
設
」
の
整
備
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

四
市
は
、「
甲
府
・
峡
東
地
域
ご

み
処
理
施
設
事
務
組
合
」
を
今
年
２

月
に
設
立
し
、
笛
吹
市
境
川
町
寺
尾

地
内
に
廃
棄
物
の
ご
み
処
理
施
設

（
焼
却
熔
融
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
）
と
余
熱
利
用
施
設
な
ど
の
整
備

を
行
な
う
予
定
で
す
。

　

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
資
源
化
を

中
心
に
、
回
収
さ
れ
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
利
用
を
行
な
う
こ
と
に

よ
り
、
循
環
型
社
会
の
形
成
、
周
辺

環
境
お
よ
び
地
球
環
境
の
保
全
に
配

慮
し
た
施
設
と
し
て
、
平
成
26
年
度

中
の
完
成
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
予
定
区
域
内
に
は
、

県
の
公
共
関
与
に
よ
る
最
終
処
分
場

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
最
終
処
分
場
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
に
よ
る
候
補
地
の
公
募

に
対
し
、
現
在
、
当
該
地
域
の
自
治

区
が
応
募
を
し
て
い
ま
す
。

【
方
法
書
※

の
縦
覧
】

事
業
者
の
名
称　

　

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設

　

事
務
組
合

代
表
者
の
氏
名　

　

管
理
者　
　

宮
島　

雅
展

事
業
者
の
住
所　

　

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
２
６
０
０
番
地

対
象
事
業
の
名
称

　
（
仮
称
）
甲
府
・
峡
東
地
域

　
　

ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

事
業
の
種
類

　

廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
施
設
の

　

設
置

規
模　

約
４
２
０
ト
ン
／
日

事
業
実
施
区
域　

　

笛
吹
市
境
川
町
寺
尾
地
内

環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
地
域

　

笛
吹
市
、
甲
府
市

縦
覧
場
所

　

山
梨
市
役
所
環
境
課
（
２
階
13
番

　

窓
口
）
ほ
か
関
係
市
の
市
役
所
、

　

県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

期
間　
　
　
　

　

５
月
７
日
㈪
～
６
月
６
日
㈬

　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

意
見
書
の
提
出

　

書
面
に
住
所
、
氏
名
（
法
人
そ
の

他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、そ
の
名
称
、

代
表
者
の
氏
名
お
よ
び
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
）、
方
法
書
の
名
称
、

意
見
（
理
由
を
含
む
）
を
ご
記
入
の

う
え
、
郵
送
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限

　

６
月
20
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】　

　

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設

　

事
務
組
合

　

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
２
６
０
０
番
地

　

〒
４
０
６
ー
０
８
５
３

　

☎
０
５
５
（
２
６
６
）
７
７
４
４

＊
方
法
書
の
縦
覧
に
つ
い
て
は
、
縦

　

覧
開
始
日
の
新
聞
に
公
告
文
を
掲

　

載
し
ま
す
。

※
方
法
書

　

環
境
影
響
評
価
を
行
な
う
項
目
や

そ
の
項
目
に
つ
い
て
の
調
査
、
予
測

お
よ
び
評
価
の
方
法
を
記
載
し
た
も

の
。

《
山
梨
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
へ
》

５
月
末
ま
で
、
透
明
・
半
透
明
袋
で
も

ご
み
の
排
出
が
で
き
ま
す

（
仮
称
）
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
に

か
か
る
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
今
年
１
月

か
ら
「
指
定
ご
み
袋
制
度
」
を
導
入

し
、
２
月
１
日
か
ら
完
全
実
施
を
し

ま
し
た
。「
指
定
ご
み
袋
」
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
み
排
出

量
を
踏
ま
え
、
こ
れ
に
見
合
う
数
量

を
算
出
し
製
作
し
ま
し
た
。

〈
例
〉　

可
燃
ご
み
用
袋
（
大
）

　

当
初
製
作
数
…
…
…
…
45
万
袋

　

実
際
の
使
用
数
（
１
～
３
月
の

　

推
計
）　

…
…
…
…　
約
19
万
袋

　

し
か
し
、
指
定
袋
の
ま
と
め
買
い

な
ど
に
よ
り
、
現
在
、
一
部
の
種
類

に
お
い
て
、
販
売
す
る
「
指
定
ご
み

袋
」
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
、
市
で

は
緊
急
措
置
と
し
て
、
５
月
31
日
㈭

ま
で
に
限
り
、「
指
定
ご
み
袋
」の
他
、

可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
と
も
、
透
明
・

半
透
明
袋
で
排
出
さ
れ
た
場
合
も
収

集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

※
指
定
袋
以
外
で
ご
み
を
排
出
す
る

　

際
の
注
意

⑴
袋
の
中
身
が
確
認
で
き
る
透
明
・

　

半
透
明
の
袋
を
お
使
い
く
だ
さ
い

⑵
指
定
袋
同
様
、
①
区
名　

②
組
名

　

ま
た
は
ア
パ
ー
ト
名
を
記
入
し
て

　

く
だ
さ
い

　

な
お
、
６
月
１
日
㈮
以
降
は
、「
指
4

4

定
ご
み
袋
」
の
み
の
収
集

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
な
り
ま

す
。

　

不
足
し
て
い
る
「
指
定
ご
み
袋
」

に
つ
い
て
は
、５
月
中
旬
ま
で
に「
指

定
ご
み
袋
取
扱
店
」
で
購
入
が
で
き

る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

購
入
の
際
は
、
箱
（
ケ
ー
ス
）
で
の

ま
と
め
買
い
は
控
え
、
必
要
な
分
を

購
入
す
る
よ
う
、
重
ね
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

環
境
課
生
活
環
境
担
当　

　
　

☎
�
１
１
１
１　

　
　
（
内
線
２
５
２
、２
５
３
）
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三
富
川
浦
地
区
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ

基
地
と
し
て

認
定
を
受
け
ま
し
た

　

３
月
22
日
、
山
梨
市
「
三
富
川

浦
」
が
林
野
庁
な
ど
で
構
成
す
る
国

の
審
査
機
関
か
ら
第
二
期
森
林
セ
ラ

ピ
ー
Ⓡ
基
地
と
し
て
認
定
を
受
け
ま

し
た
。

　

今
回
認
定
を
受
け
た
の
は
、
和
歌

山
県
の
世
界
遺
産
高
野
山
千
年
の
森

な
ど
全
国
14
か
所
で
、
山
梨
県
内
で

は
初
め
て
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
富
川
浦
地
区
は
、
合
併
前
の
旧

三
富
村
が
平
成
17
年
２
月
に
森
林
セ

ラ
ピ
ー
Ⓡ
の
基
地
審
査
に
申
請
し
た

も
の
で
、
市
で
は
、
合
併
後
こ
れ
ま

で
認
定
調
査
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な

ど
、
基
地
の
認
定
に
積
極
的
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
平
成
20
年
４
月
の
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
年
数
回
実
施
し
、
日

帰
り
か
ら
滞
在
型
ま
で
受
け
入
れ

が
で
き
る
コ
ー
ス
設
定
や
体
験
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
と
の
連
携
や
森

林
ガ
イ
ド
な
ど
の
人
材
育
成
、
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
研
究
な
ど

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

観
光
課
観
光
施
設
担
当

☎
�
２
１
２
１

（
内
線
３
１
８
、３
１
９
）

開かれた行政を目指して
～平成 18年度業務状況報告～
　市では、開かれた行政を目指して市の条例など
で、各種業務の公表を定めています。
　平成 18年度の業務状況は、次のとおりです。
　なお、すでに広報誌などで公表している業務に
ついては、省略させていただきます。

■山梨市情報公開条例に基づく情報公開請求件数
　ならび情報公開状況（総務課文書法制担当）
　開示請求件数………………………………７件
　開示件数……………………………………６件
　不開示件数…………………………………１件

■山梨市個人情報保護条例の規定による各実施
　機関の同条例運用状況（総務課文書法制担当）
　⑴山梨市個人情報保護条例運用状況
　・保有する個人情報ファイルの件数	　199 件
　・開示請求、訂正請求および利用停止請求の
　　件数、処理状況…………………………０件
　・不服申し立ての件数、処理状況………０件
　⑵各実施機関別の開示請求、訂正請求および
　　利用停止請求の状況…………………各０件

■山梨市環境基本条例による環境保全等による
　施策の実施状況報告および公表
　　　　　　　　　　（環境課生活環境担当）
　⑴同条例第８号による「山梨市環境基本計画」
　　の策定
　⑵大量廃棄によるごみの減量化対策のため、　
　　ごみ袋有料化の実施（循環型社会の推進）
　⑶エネルギーの有効利用による山梨市次世代
　　エネルギーパーク構想の策定

■山梨市立保育所苦情解決取扱要綱による苦情
　解決結果などの公表（福祉事務所児童福祉担当）
　申請件数……………………………………０件

■山梨市住民基本台帳の一部の写しの閲覧に関す
　る要綱による公表（市民課市民担当）	（別表）

国または地方公共団体の機関および
報道機関の名称

請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

内閣府大臣官房政府広報室 家族（家族法制）に関する世論調査 平成 18年 11月 14日 　南　　　　15件

総務省統計局統計調査部消費統計課 家計消費状況調査 平成 18年 12月５日 　北　　　　43件

朝日新聞社マーケティングセンター 2007 年新聞読者基本調査 平成 19年１月 10日 万　力　　　23件

内閣府大臣官房政府広報室 障害者に関する世論調査 平成 19年１月 23日 七日市場　　13件

山梨県 山梨県県民保健医療意識調査 平成 19年２月 21日 全　域　　　266 件

総務省統計局統計調査部消費統計課 家計消費状況調査 平成 19年３月 20日 市　川　　　43件

山
梨
市
公
共
下
水
道
全
体
計
画
の

変
更
案
の
縦
覧
を
行
な
い
ま
す

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
計
画
区

域
の
変
更
に
伴
う
「
山
梨
市
公
共
下

水
道
全
体
計
画
」
の
変
更
案
の
縦
覧

を
行
な
い
ま
す
。

縦
覧
場
所

　

市
役
所
１
階
下
水
道
課
窓
口

　
（
11
番
窓
口
）

縦
覧
期
間

　

５
月
１
日
㈫
～
14
日
㈪

　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間　

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

下
水
道
課
管
理
担
当

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
８
５
）
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平
成
18
年
11
月
24
日
か
ら
19
年
１

月
29
日
に
行
な
っ
た
定
期
監
査
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
監

査
結
果
の
全
文
は
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
一
階
）
に
設
置
す
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

【
監
査
の
対
象
】

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
19
年
１

月
29
日
ま
で
に
執
行
さ
れ
た
財
務
事

務
お
よ
び
事
務
事
業
。
財
政
援
助
団

体
で
あ
る
「
社
会
福
祉
法
人
山
梨
市

社
会
福
祉
協
議
会
」。
出
資
団
体
で

あ
る
「
山
梨
市
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
株

式
会
社
」「
株
式
会
社
グ
リ
ル
・
パ

イ
ナ
リ
ー
」「
有
限
会
社
み
と
み
」。

【
監
査
の
結
果
】

　

財
務
に
関
す
る
事
務
は
、
お
お
む

ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
次
の
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
改

善
、
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。

◆
市
が
交
付
す
る
補
助
金
は
、
限
ら

　

れ
た
財
源
を
効
果
的
に
運
用
す
る

　

た
め
、
公
益
性
・
透
明
性
を
重
視

　

し
、
更
に
補
助
金
の
削
減
を
検
討

　

す
る
。

◆
「
山
梨
市
食
育
推
進
計
画
」
が
実

　

効
性
を
あ
げ
る
よ
う
、
関
係
機
関

　

と
協
力
し
て
推
進
す
る
。

◆
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
、
医
療
費

　

の
抑
制
に
努
め
る
。
ま
た
、
ご
み

　

収
集
指
定
袋
有
料
化
の
導
入
を
契

　

機
に
、
廃
棄
物
の
減
量
化
、
リ
サ

　

イ
ク
ル
を
推
進
し
循
環
型
社
会
の

　

実
現
に
努
め
る
。

◆
給
食
費
の
未
納
が
な
く
な
る
よ
う

　

努
め
る
。
ま
た
、「
横
溝
正
史
館
」

　

の
集
客
に
努
め
る
。

◆
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
た

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
児
童
セ
ン

　

タ
ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

に
つ
い
て
、
適
正
な
管
理
を
行
な

　

う
と
と
も
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

　

向
上
に
努
め
る
。

◆
出
資
三
団
体
に
つ
い
て
は
、
健
全

　

経
営
に
努
力
す
る
。
ま
た
、「
有

　

限
会
社
み
と
み
」
に
つ
い
て
は
、

　

指
定
管
理
者
の
導
入
を
検
討
す
る
。

山
梨
市
監
査
委
員　

大
宮
山　
　
　

磐

　
　
　

同　
　
　
　

秋　

山　

榮　

治

監
査
結
果
の
公
表

【
問
い
合
わ
せ
】　

監
査
委
員
会
事
務
局　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

食
日
川
学
童
ク
ラ
ブ
室
が

完
成

子
　

日
川
小
学
校
敷
地
内
に
建
設
さ
れ

て
い
た
日
川
学
童
ク
ラ
ブ
室
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
に
開
催
し
た
完
成
式
典

で
は
、
市
長
と
児
童
の
代
表
が
施
設

の
完
成
を
祝
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。

続
い
て
市
長
が
「
児
童
の
み
な
さ
ん

が『
こ
ん
な
学
童
に
な
れ
ば
い
い
な
』

と
描
い
て
く
れ
た
ク
ラ
ブ
室
が
完
成

し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

作
っ
た
学
童
ク
ラ
ブ
で
す
。
有
意
義

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
児
童
を
代
表
し
て
４
年
生
の

久
保
田
怜
奈
さ
ん
が
、「
こ
ん
な
に

き
れ
い
な
学
童
ク
ラ
ブ
室
を
作
っ
て

も
ら
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
ん
な
で
掃
除
し
、
大
切
に
使
い
ま

す
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
建
設
し
た
建
物
は
、
木
造
平

屋
建
て
、
延
べ
面
積
約
１
１
７
平
方

メ
ー
ト
ル
で
す
。

食
牧
丘
第
二
学
童
ク
ラ
ブ
が

ス
タ
ー
ト

子
　

牧
丘
第
二
小
学
校
に
通
う
子
ど
も

た
ち
が
利
用
す
る
「
牧
丘
第
二
学
童

ク
ラ
ブ
」
が
倉
科
保
育
所
内
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

４
月
３
日
の
開
所
式
に
は
、
学
童

ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
児
童
と
保
護
者

ら
関
係
者
が
出
席
。
市
長
が
「
み
な

さ
ん
が
心
待
ち
に
し
て
い
た
学
童
ク

ラ
ブ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の

ク
ラ
ブ
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
勉
強
し

た
り
み
ん
な
で
仲
良
く
過
ご
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
児

童
を
代
表
し
て
６
年
生
の
澤
登
芳
秋

く
ん
が
「
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
楽
し
く
遊
ん
だ
り
し
っ
か
り

勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。　

　

式
典
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
は

さ
っ
そ
く
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

食
平
成
18
年
度

事
業
報
告
会
を
開
催

子

新しくなったクラブ室の前で記念撮影

児童を代表してあいさつする澤登芳秋くん

　

市
は
、
３
月
28
日
市
役
所
会
議
室

に
お
い
て
、
平
成
18
年
度
お
じ
い

ち
ゃ
ん
先
生
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
先
生

派
遣
事
業
報
告
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
に
児
童
の
健
全
育
成
を
お
手
伝
い

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
18
年
度
は

39
人
の
高
齢
者
が
、
16
か
所
に
計
63

回
派
遣
さ
れ
、
延
べ
１
，
６
２
９
人

の
児
童
に
将
棋
や
囲
碁
、
お
団
子
作

り
な
ど
を
教
え
、
地
域
の
伝
説
や
昔

話
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
会
に
は
、
16
人
の
登
録
者
が

参
加
し
、
事
業
の
報
告
や
反
省
、
今

後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

発
表
し
ま
し
た
。

●
少
子
対
策
課
子
育
て
推
進
担
当

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

１人１人が、１年間を振り返って発表しました
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食学

♥♥♥善意をありがとう♥♥♥
▼社会福祉基金として
　中島　光一　様（南）……… 200,000円
　奥山　博文　様（牧丘町西保中）
　　　　　　…………………… 100,000円

▼新市まちづくり事業資金として
　京浜山梨市県人会会長　矢崎袈裟良　様
　　　　（東京都目黒区）……… 300,000円

　　　　　　　　　※物品については、
　　　　　　　　　　29 ページを
　　　　　　　　　　ご覧ください。

食
横
溝
正
史
館
が
完
成

生

第
５
回
地
域
審
議
会
を
開
催

地

食
山
梨
市
消
防
団

団
長
ら
を
任
命

消

１
３
４
年
の
歴
史
に
幕
、

堀
之
内
小
学
校
が
閉
校

　

市
は
、
３
月
24
日
笛
吹
川
フ
ル
ー

ツ
公
園
隣
接
地
に
建
設
を
進
め
て
き

た
「
横
溝
正
史
館
」
の
完
成
式
典
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
書
斎
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
い
た
正
史
氏
の
長
男
・
横
溝
亮

一
さ
ん
も
出
席
し
、「
成
城
（
東
京

都
世
田
谷
区
）
か
ら
こ
の
書
斎
が
な

く
な
っ
た
と
き
は
と
て
も
淋
し
か
っ

た
が
、
山
梨
で
よ
み
が
え
っ
た
書
斎

に
入
っ
た
と
き
は
、
思
わ
ず
涙
が
こ

み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
父
は
天
国
か

ら
帰
っ
て
来
ら
れ
る
場
所
が
で
き
、

喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
山
梨
市

民
の
文
化
的
拠
点
と
し
て
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

建
物
の
書
斎
部
分
は
、
正
史
氏
の

愛
用
の
座
卓
や
火
鉢
な
ど
が
使
用
時

と
同
様
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
展
示
室
に
は
、
直
筆
原
稿
や
映

画
の
ポ
ス
タ
ー
、
正
史
氏
の
写
真
な

ど
が
飾
ら
れ
、
庭
も
成
城
当
時
の
雰

囲
気
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
開
館
記
念
の
イ
ベ
ン
ト

が
市
民
会
館
で
行
な
わ
れ
、「
父
推

理
作
家
横
溝
正
史
の
思
い
出
」
と
題

　

市
立
堀
之
内
小
学
校
の
閉
校
式

が
、
３
月
25
日
同
小
学
校
体
育
館
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、在
校
生
12
人
の
ほ
か
、

保
護
者
や
卒
業
生
、
地
元
住
民
ら
約

２
０
０
人
が
参
加
。
児
童
会
長
の
早

川
員
也
君
が
「
寂
し
い
け
れ
ど
、
堀

之
内
小
の
思
い
出
は
き
っ
と
み
ん
な

の
心
に
残
り
続
け
る
。
新
し
い
学
校

で
は
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
り
ま
す
」
と
別
れ
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

児
童
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
校
歌
を

歌
っ
た
あ
と
、
宿
沢
校
長
か
ら
中
村

市
長
に
校
旗
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
校
庭
で
記
念
碑
の

除
幕
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
雨
模

　

３
月
26
日
、
第
５
回
山
梨
・
牧
丘
・

三
富
地
域
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
審
議
会
は
、
３
地
域
合
同

で
の
開
催
と
な
り
、
新
庁
舎
整
備
予

定
地
の
市
役
所
東
市
有
地
に
お
い
て

実
際
に
建
物
な
ど
の
視
察
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

審
議
会
委
員
の
中
に
は
、
初
め
て

現
地
を
訪
れ
た
委
員
も
お
り
、
図
面

と
実
際
の
建
物
な
ど
を
熱
心
に
見
比

べ
な
が
ら
、
市
長
や
職
員
の
説
明
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

●
総
合
政
策
課

庁
舎
等
整
備
活
用
対
策
室

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）　

　

市
は
、
４
月
２
日
、
市
役
所
大
会

議
室
に
お
い
て
、
山
梨
市
消
防
団
団

長
、
副
団
長
、
正
副
分
団
長
の
任
命

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

任
命
式
で
は
、
市
長
が
消
防
団
長

に
萩
原
信
夫
氏
を
任
命
、
萩
原
氏
に

任
命
書
と
法
被
を
手
渡
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
萩
原
団
長
が
副
団
長
と
正

副
分
団
長
12
人
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
山
梨
市
消
防
団

員
傷
病
等
見
舞
金
支
給
審
査
委
員
の

委
嘱
も
行
な
わ
れ
、
萩
原
団
長
と
３

人
の
副
団
長
が
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

山
梨
市
消
防
団

　

団　

長　
　
　

萩
原　

信
夫

　

副
団
長　
　
　

鶴
田　
　

久

　
　

〃　
　
　
　

廣
瀬　

正
三

　
　

〃　
　
　
　

望
月　

勝
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
総
務
課
行
政
防
災
防
犯
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
２
７
）　

中村市長に校旗を返還する宿沢校長（右）

市長から任命書を受け取る萩原団長（右）

し
た
横
溝
亮
一
さ
ん
の
講
演
と
映
画

「
八
つ
墓
村
」
の
上
映
を
多
く
の
人

が
楽
し
み
ま
し
た
。

●
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当

☎
�
９
６
１
１

様
の
中
、「
山
梨
市
立
堀
之
内
小
学

校
跡
地
」
と
描
か
れ
た
碑
の
前
で
、

久
し
ぶ
り
に
母
校
を
訪
れ
た
卒
業
生

ら
が
記
念
写
真
を
撮
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

●
学
校
教
育
課　

☎
�
５
３
５
５

完成を祝ってテープカット

建物の前で市長の説明を聞く審議会委員



広報やまなし 2007.5-20

2007. ３～４
まちのわだい

第７回　「山梨市　桃花能」

「拾う」ことで「捨てない」という意識を育てる

信玄公祭り　甲州軍団出陣

　４月７日、山梨市民ネットワーク主催の「第４回クリーンアップ山梨」
が行なわれました。
　「ひろえば街が好きになる運動」の合言葉で、全国各地で清掃活動を
展開している「日本たばこ産業」の協力のもと、早朝から約 150 人が
参加。万力公園・フルーツ公園周辺道路、笛吹川沿岸のごみを拾い歩き
ました。また、牧丘地域では小中学生や一般 400 人、三富地域では約
50人が参加し、それぞれ通学路などのごみを拾いました。

　４月７日、毎年恒例の「信玄公まつり」が開催されました。今年の「真
さな

田
だだんじょうのじょうゆきたか

弾正忠幸隆」隊は、日川地区青年有志 40人により編成され、秋山辰
清さん扮する大将を先頭に、日川小学校から大宮五所までをパレードしま
した。めったに身に付けることのできない鎧に、隊士は少し緊張ぎみでし
たが、家族や友だちからカメラが向けられると、笑顔で応じていました。
　その後、一同は大井俣窪八幡神社に場所を移し、山県昌景隊とともに出
陣式に臨みました。出陣式には、長野県上田市から「信州真田六文銭太鼓」
のみなさんが応援に駆けつけ、勇壮な出陣太鼓の演奏を披露、出陣に花を
添えました。
　午後からは、俳優の若林豪さん扮する武田信玄公のもとへ出陣、多くの
見物客が見守る中、甲府市内を堂々と行進しました。

ごみ袋を片手に、街中のごみを拾います（山梨地域）

鎧を身にまとい凛々しく整列。みなさんとてもステキです

十二世山階彌右衛門による蔵王権現（能「嵐山」） 市内小学生 7人が登場。仕舞を披露しました 山階弥次による仕舞「花筐クルイ」

　４月７日、笛吹川フルーツ公園野外ステージにおいて、第７回「山梨市

桃
とうかのう

花能」が開催されました。　

　今回の能は、十二世山
や ま し な や え も ん

階彌右衛門襲名披露能でもあり、彌右衛門の名を

200 年ぶりに襲名した観
かんぜよしひろ

世芳宏さんと山
やま し な や じ

階弥次を同時襲名した山階敬
けい こ

子さん

が開会セレモニーで観客の前に登場、お二人を代表して十二世山階彌右衛門・

観世芳宏さんがあいさつを述べました。

　ステージでは、仕舞、狂言、能が次々に披露され、会場に詰め掛けた約

500 人の観客は、一流の伝統芸に目を奪われていました。また、昨年に引き

続き市内の小学生も参加し、約２か月練習した仕舞を披露しました。
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2007爆笑ライブ

第2回スプリングサッカーフェスティバル

　３月 24日、山梨市花かげホールで開か
れた「爆笑ライブ 2007」。「チクショ～」
のフレーズがテレビでもおなじみの小梅太
夫をはじめ、ハマカーン、サンドウィッチ
マン、アメリカザリガニの４組が次々と舞
台に登場し、得意のネタで観客を笑いの渦
に巻き込みました。　

　３月 28日、市教育委員会は、子どもたちに科学に関心
を持ってもらおうと「なんでも科学教室」を開催しました。
　この日は 80人を超える小学生と保護者が参加、学校教
育課職員の指導のもと、「ドライアイスを使った実験」「ス
ペースシャトルと宇宙食の試食」「ピンポン玉を使っての
オカリナづくり」などを体験しました。
　参加した子どもたちは、みな口をそろえて「どれもみな
おもしろかった」と、満足そうに話していました。

　３月29、30日、第２回山梨スプリングサッカーフェスティ
バルが小原スポーツ広場ほかで開催されました。サッカー
を通じて「楽しさ・うれしさ・感動」を経験することを目的
として行なわれたこの大会には、近県からもＪリーグトップ
チームの横浜マリノス・柏レイソル・横浜ＦＣのジュニアチー
ムが参加、計６チームが試合と交流を楽しみました　。
　さわやかな陽気の中、子どもたちは大きな声を出しながら
ゴールに向かって攻め込んでいました。優勝は柏レイソル
チームでした。

科学の不思議を体験しました 下神内川で菜の花をライトアップ

　４月３日から７日までの間、下神内川の神徳橋から県道山
梨市停車場線までの沿道の菜の花と桃の花がライトアップさ
れました。これは、地元のみなさんが「より多くの皆さんに
丹精込めて育てた菜の花、桃の花を見てもらいたい」と企画
したものです。
　昼間の景色はもちろんきれいなのですが、沿道に並べられ
た約 300 個の灯籠に火がともり、菜の花が照らし出された
景色はとても幻想的で、偶然通りかかった人たちも思わず立
ち止まって景色を眺めていました。

雪の探偵団

　３月 17・18日、自然体験事業「雪の
探偵団」が新潟県妙高市で開催されまし
た。山梨では見ることのできない一面の
雪景色の中、クロスカントリースキー体
験や雪像づくり、雪上運動会などが行な
われ、参加した子どもたちは大はしゃぎ
でした。

軽快なトークで会場を笑わせるアメリカザリガニ

雪上運動会のようす。雪の上を走るのは大変です

沿道に並べられた 300個の灯籠が菜の花を照らし出しましたドライアイスを使った実験。どうなるのかな？ドキドキ

ゴールを目指し、攻めあがる選手たち

間近で見ると結構迫力があります。
おなじみ、小梅太夫！得意のポー
ズで決めゼリフ「チクショ～ !!」
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地域を

　　　える支
地域を

　　　える支
市指定文化財

隼の社日行事と大草
わ ら じ

鞋
（牧丘町隼）

みんなで力を合わせての作業（写真上）。無事、新しい
わらじを吊るす作業を追え、みんなで記念撮影

旧牧丘町の南の玄関となる隼地区、国道 140号沿いの摩利支天に祭られ
る大きなわらじ。長さ３メートルにも及ぶこの大わらじは、江戸時代か
ら毎年地域住民の手で作り続けられています。

　

市
街
地
か
ら
国
道
１
４
０
号
を
埼
玉
方

面
に
車
を
走
ら
せ
る
と
、
牧
丘
町
に
入
っ

た
と
た
ん
、
道
路
の
右
側
に
あ
る
大
き
な

わ
ら
じ
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
こ

の
大
わ
ら
じ
は
、
土
地
の
神
様
を
祭
る
日

と
言
わ
れ
る
春
の
社
日
に
隼
道
赤
土
地
区

の
み
な
さ
ん
が
総
出
で
、
１
日
が
か
り
で

作
り
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
大
わ
ら
じ
に
は
、
こ
ん
な
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。「
昔
、
こ
の
地
域
に
疫

病
が
流
行
し
、
村
人
が
悩
み
苦
し
ん
で
い

る
と
、
旅
の
僧
が
現
れ
、
熱
心
に
疫
病
退

散
の
祈
祷
を
さ
れ
、
村
人
の
安
全
を
守
っ

て
く
れ
た
。
喜
ん
だ
村
人
は
旅
僧
に
お
礼

を
述
べ
よ
う
と
し
た
が
、
僧
の
姿
は
見
当

た
ら
ず
、
そ
こ
に
は
片
方
の
わ
ら
じ
が
残

さ
れ
て
い
た
。
村
人
は
せ
め
て
こ
の
わ
ら

じ
を
ま
つ
り
、
僧
へ
の
お
礼
と
す
る
た
め

道
端
の
木
に
吊
る
し
た
。
こ
れ
が
わ
ら
じ

を
祭
っ
た
始
ま
り
で
、
そ
の
後
地
域
で
は

毎
年
わ
ら
じ
を
作
っ
て
奉
納
。
旅
の
僧
に

見
え
る
よ
う
に
と
、
そ
の
大
き
さ
は
年
ご

と
に
増
し
て
い
き
、や
が
て
２
メ
ー
ト
ル
、

３
メ
ー
ト
ル
と
大
き
く
な
っ
た
」
と
い
う

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
大
わ
ら
じ
は
摩
利
支
天
尊
の
履

物
で
、
わ
ら
じ
の
大
き
さ
で
摩
利
支
天
尊

の
大
き
さ
を
示
し
、
災
い
を
も
た
ら
す
も

の
を
威
圧
し
て
村
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

　

わ
ら
じ
づ
く
り
の
当
日
、
地
域
各
戸
の

男
性
が
集
ま
り
、
摩
利
支
天
尊
に
お
参
り

を
し
ま
す
。
ま
ず
、
１
年
間
奉
納
し
て
い

た
大
わ
ら
じ
を
サ
ク
ラ
の
樹
か
ら
下
ろ
し

て
解
体
し
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
い
わ
ら

じ
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
わ
ら
じ
の
芯
と
な
る
「
藁わ
ら
お緒

」

を
作
り
ま
す
。
次
に
藁
緒
で
足
形
を
組
み

立
て
、
藁
束
を
縄
の
よ
う
に
綯な

い
な
が
ら

わ
ら
じ
を
編
み
上
げ
ま
す
。
使
う
藁
は
み

な
牧
丘
産
の
も
の
で
す
。

　

み
ん
な
で
作
業
を
分
担
し
、
確
認
し
な

が
ら
「
こ
こ
は
ど
う
す
る
で
」「
そ
こ
ん

と
こ
ろ
は
特
に
慎
重
に
や
っ
と
く
れ
」と
、

長
年
の
経
験
者
が
若
い
人
た
ち
を
指
導
し

な
が
ら
、
作
業
は
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

午
後
３
時
頃
、
よ
う
や
く
大
わ
ら
じ
が

で
き
上
が
り
ま
し
た
。「
今
年
は
、
大
河

ド
ラ
マ
で
山
本
勘
助
が
摩
利
支
天
尊
を
守

り
神
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
気
合
い
が
入
り
す
ぎ
た
か
な
」
と
、
で

き
上
が
っ
た
大
わ
ら
じ
を
眺
め
る
地
域
の

人
々
。
３
・
５
メ
ー
ト
ル
と
い
う
こ
れ
ま

で
に
な
い
大
き
さ
の
わ
ら
じ
は
、
サ
ク
ラ

の
樹
に
吊
る
す
作
業
も
一
苦
労
で
し
た
。

　

男
性
た
ち
が
作
業
を
し
て
い
る
間
、
女

性
た
ち
は
祭
り
当
番
の
家
で
、
お
餅
や
宴

の
た
め
の
料
理
を
作
り
ま
す
。

　

全
て
の
作
業
が
終
了
し
た
夕
方
、
地
域

住
民
が
全
員
で
摩
利
支
天
尊
の
前
に
集
ま

り
、
解
体
し
た
古
い
わ
ら
じ
を
燃
や
し
、

一
年
間
の
無
病
息
災
を
感
謝
し
ま
す
。
そ

し
て
み
ん
な
で
祝
の
宴
を
囲
み
ま
す
。

　

悪
霊
払
い
、足
が
丈
夫
に
な
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
は
厄
病
除
け
を
願
う
な
ど
、
昔
か

ら
信
仰
と
履
き
物
の
関
係
は
深
い
と
言
わ

れ
ま
す
。

　
「
最
近
で
は
、
会
社
勤
め
の
人
が
多
く

な
り
『
社
日
の
日
』
に
わ
ら
じ
づ
く
り
を

行
な
う
の
は
大
変
。
で
も
３
０
０
年
近
く

続
い
て
い
る
伝
統
行
事
で
す
の
で
、
自
分

た
ち
の
都
合
で
日
を
変
え
る
わ
け
に
も
い

か
な
い
」
と
い
う
地
域
の
み
な
さ
ん
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た

大
き
な
わ
ら
じ
は
、
今
日
も
地
域
の
人
々

と
こ
の
道
を
行
き
交
う
車
や
人
々
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。
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人人
気になる

　「平成 18年度全国優良担い手表彰」
で最優秀の農林水産大臣賞を受賞した
山下一公さん。
　農家の長男に生まれた山下さんは、
父の願いにより大学卒業後間もなく農
家を継ぐことに。しかし、「どうせな
ら自分のやりたいことをしたい」と、
当時主に栽培していたブドウの木を半
分切り、空いた畑にモモの苗を植えた。
　自らの手で育てたモモを出荷し始め
た山下さんは、すぐに従来の農業のあ
り方に疑問を抱くようになる。「すば
らしい技術を持ち、いいモモやブドウ
を作る人はいるが、経済的に潤ってい
るという話を聞かない。いいモノづく
りと収入とが結びつくにはどうしたら
いいのか。何か方法があるはずだ」と。
　山下さんは、わずか２年目で方向転
換し、生産者と消費者の距離をなくす
宅配小包に取り組む。初めは生産量の
一割程度だった宅配が徐々に増え、消
費者の要望に応えきれなくなるほど注

文が殺到した。モモを作る畑も人手も
足りない。畑は借りれば何とかなる。
しかし、作り手はどうにもならない。
さらなる発想の転換に迫られた。
　平成 10年、山下さんはそれまで家
族で取り組んできた農業を法人化し、
果樹園面積の拡大と人材育成に取り組
む。まずは、遊休農地を借り、栽培面
積を増やした。人手がかからないよう
機械化できることは機械に頼るととも
に、新規就農者を応援する「アグリネッ
ト 21」を立ち上げ、農業体験から住
み込みまで対応できる本格的な農業指
導を始める。その成果は着実に上がり、
新規就農者が育っていった。その中に
は、県外から山梨市に移住し、農業を
始めた人もいる。
　「農業をやってみたいという人は結
構いるんです。しかし、同時に『農業
は難しい』というイメージもある。こ
のイメージをなくすためには、目標設
定を高く持たせたり周囲の農家と同じ

　「学校が休みになっても、行き先は畑。週末や夏休
みなどに家族で出かけられるサラリーマン家庭がうら
やましかった」という山下さん。だから、「若い世代
や子どもたちが『農業なんてやりたくない』という思
いに繋がらないように」と、常に気遣いを忘れない。

ようなことを要求したりしてはダメな
んです。うちの会社では、まず１週間
くらい『自分でもできる』という体験
をしてもらう。それから後続けるかは
本人次第。あと、キツイと感じさせな
いことも大切ですね。だから、うちで
は農繁期でも休みがあるし、社員の労
働時間も１日平均８時間くらいにして
いるんですよ」と山下さんは微笑む。
　「山梨市は、農地が広がる地域と駅
が近い。この立地条件の良さを活用し
て、都会から農業を気軽に楽しみに来
られるようなシステムを作りたいです
ね。団塊世代の退職後の動向が注目さ
れていますが、私は彼らに農業の楽し
さを伝えたい。そのために、ぜひ、行
政には、農業をやりたい人と農家と
をつなぐ役を担って欲しいなと思いま
す。山梨は、今はまだ『桃やブドウの
産地』として全国に知れ渡っています
が、現状を変えていかない限り、先は
見えています。うち一軒がいい果物づ
くりにこだわっても、周囲に農家がな
ければ、もう産地ではなくなってしま
うんです。増え続ける遊休農地解消に
既存の農家が取り組めることは限られ
ている。進んでいる農地の荒廃を新し
く農業を始める人が少しでも食い止め
てもらえればと。だから、新規就農者
を育てることに力を入れたいんです」
　農業のことになると、次から次へと
話は尽きない。農業を愛するやさしい
顔と厳しい経営者の顔。二つの顔を持
つ男は、農業の振興と地域全体の活性
化のため、常に何歩も先を見据え、い
ろんなことに取り組んでいる。

満開の桃畑で社員らと。
山下さんの畑で働く人はみ
な若い。女性の中には子育
て中の人もいるそうだ。
「キツイ、複雑、不安定と
いう農業のマイナスイメー
ジをまず変えることに取り
組んでます。初めての人が
『なんだ、私にだってでき
るじゃん !』こう思っても
らうことが大事なんです」
と語る山下さん。

全国優良担い手表彰で最優秀賞を
受賞　新しい形の農業に取り組む

山下一
い っ こ う

公さん（ピーチ専科ヤマシタ・社長、正徳寺）

■全国優良担い手表彰　認定農業者や集落営農の中から、自らの農業経営の改善に積極的に取り組み、
地域農業の振興や活性化に貢献した人や団体を表彰するもの（全国担い手育成総合支援協議会主催）
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チャレンジ！

　山梨市
山梨市長　中村照人

第
18
回

チャレンジ！

　山梨市
山梨市長　中村照人

第
21
回

桜
花
・
桃
花
か
ら
新
緑
の
季
節

を
迎
え
、
平
成
19
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
し
て
２
年
を
経
過
し
、
３
年

目
に
入
り
ま
し
た
。
基
礎
固
め(

構

想
・
計
画
づ
く
り
な
ど)

な
ど
か
ら

飛
躍
に
向
け
て(

施
策
の
具
現
化
・

実
践
な
ど)

ギ
ヤ
チ
ェ
ン
ジ
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
活

力
あ
る
市
政
進
展
、
市
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
、
新
た
な
思
い
で
業
務
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

職
員
の
定
期
異
動
は
、
課
内
室
の

設
置
、
適
材
適
所
の
配
置
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

新

た

な

思

い

で

飛

躍

に

向

け

て

　

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
や
時
代
の

流
れ
に
即
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
職
員
に
は
、
更
な
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
み
、
職
務
に

精
励
す
る
よ
う
、
年
度
始
め
の
式
で

伝
え
ま
し
た
。

　

さ
て
、行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

三
位
一
体
の
行
財
政
改
革
、
地
方
分

権
改
革
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進

ん
で
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
今

年
度
か
ら
、
新
型
地
方
交
付
税
が
導

入
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
現
行
の
算
定

方
式
を
簡
素
化
し
、
人
口
と
面
積
を

基
本
に
配
分
す
る
方
式
と
な
り
、
配

分
額
は
人
口
の
少
な
い
過
疎
地
域
の

自
治
体
で
減
少
す
る
一
方
、
都
市
部

な
ど
に
集
中
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
お
り
都
市
と
地
方
の
格
差
拡
大
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
試
算
に
よ
る
と
（
３
月
２
日

山
梨
日
日
新
聞
記
事
参
照
）、
山
梨

県
で
は
25
市
町
村
で
７
・
５
億
増
加

す
る
も
の
の
、
山
梨
市
（
３
７
０
万

牧
丘
・
三
富
地
区
の
山
林
面
積
の

多
さ
に
よ
る
も
の
）、
甲
州
市
（
２
，

６
４
９
万
）、丹
波
山
村
（
１
１
０
万
）、

旧
芦
川
村(

６
６
０
万)

で
は
そ
れ
ぞ

れ
減
額
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

各
自
治
体
は
「
経
営
」
と
い
う
意

識
を
も
ち
、行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

「
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
」

市老人クラブ連合会主催の「第３回高齢者いきいき健康ウォー
ク」に参加。市民の皆さんと一緒に満開の桃の花を楽しみなが
ら歩きました（４月 10日）。

り
に
努
め
ま
し
た
。

　

採
用
者
６
人
、
課
長
昇
任
６
人
、

女
性
管
理
職(

課
長
補
佐)

昇
任
４

人
を
含
め
た
昇
任
者
は
76
人
、
配
置

換
え
88
人
、
派
遣
者
10
人
、
派
遣
解

除
者
７
人
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
行
政
実
務
研
修
と
し
て
、

県
な
ど
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
、
県(

土
木
部
道
路

管
理
課
、
総
務
部
消
防
防
災
課
、
商

工
労
働
部
商
業
振
興
金
融
課)

、
山

梨
総
合
研
究
所
、
山
梨
県
社
会
福
祉

事
業
団
、
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処

理
施
設
事
務
組
合
、
山
梨
県
後
期

高
齢
者
広
域
連
合
な
ど
へ
派
遣
し
ま

す
。

に
立
ち
、
知
恵
と
工
夫
で
自
主
・
自

立
で
き
る
地
方
自
治
へ
の
転
換
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
型
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
人
口

へ
の
比
重
増
は
、
大
都
市
や
人
口
集

中
地
域
に
は
有
利
に
働
き
、
山
梨
市

の
よ
う
に
市
町
村
合
併
を
期
に
過
疎

地
域
を
含
ん
だ
自
治
体
に
と
っ
て
は
、

今
以
上
に
地
域
格
差
を
拡
大
す
る
の

で
は
な
い
か
と
予
想
し
た
懸
念
が
現

れ
た
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、従
来
か
ら
要
望
に
加
え
、

総
務
省
・
自
治
財
政
局
財
政
課
長
、

交
付
税
課
長
宛
に
、
面
積
係
数
の
拡

充
な
ど
を
急
き
ょ
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
山
梨
県
市
長
会
で
も

強
く
要
請
す
る
よ
う
会
議
で
要
望
し

ま
し
た
。

地
方
分
権
改
革
検
討
会
議

　

第
二
期
の
地
方
分
権
改
革
に
向
け

て
、
４
月
10
日
、
全
国
市
長
会
に
検

討
会
議
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
２
３
市
が
参
加
し
、
山
梨
市
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
改
革
の
流
れ
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
地
方
か
ら
の

提
言
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ
基
地
認
定

　

３
月
22
日
、（
社
）
国
土
緑
化
推

進
機
構
な
ど
が
進
め
て
い
る
「
森
林

セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ
基
地
構
想
」
で
山
梨
市

三
富
川
浦
（
西
沢
渓
谷
）
が
森
林
セ

ラ
ピ
ー
Ⓡ
基
地
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
（
関
連
記
事
17
ペ
ー
ジ
）。

　

自
然
・
森
林
資
源
や
都
市
と
近
い

地
の
利
を
生
か
し
、
森
林
浴
、
温
泉
、

食
事
、
音
楽
、
歴
史
文
化
な
ど
と

組
み
合
わ
せ
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ
ツ

ア
ー
の
実
施
を
は
じ
め
、
医
療
機
関

と
連
携
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ
ド
ッ

ク
の
実
施
な
ど
、
森
林
の
癒
し
効
果

を
踏
ま
え
た
地
域
振
興
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　　やまなししのまちづくり vol.13
山梨市都市計画マスタープラン策定
都市計画課　都市計画担当　☎� 1111（内線 273）

　今回は、庁内検討委員会の作業部会および策定委員会の全体会議で決定した「まちづくりの方針」について
お知らせします。

　どこかへ出かけるとき、みんな道路を利用します。毎日歩く生活道路から、遠くへ行くための高速道路まで、道路
はさまざまです。でも、生活道路の中に直接関係のないトラックなどが入ってきたり、高速道路に人が歩いていたら
とても危険です。
　人が安心して歩け、自動車がスムーズに走れるように、役割に応じた道路をバランスよく計画的に配置することは
重要なことです。みなさんの周りの道路はどうでしょう。いっしょに考えてみませんか。

まちづくりのことば⑫　
■道路網計画

まちづくりの方向その２

１．土地利用の方針
◦にぎわいある中心市街地の形成を図
　る。
◦特色ある多様な拠点を育成し、地域
　の魅力と活力を高める。
◦無秩序な宅地化の抑制と計画的な土
　地利用の誘導により、良好な市街地
　の形成を図る。
◦樹園集落地の計画的な土地利用を推
　進し、農村景観の維持・向上を図る。
◦豊かな自然資源の計画的な維持・保
　全と観光レクリエーション活用を図
　る。
２．道路・交通まちづくり方針
◦市街地幹線道路網の再編と周辺都市
　や地域間を結ぶ主要な道路網の強化
　を図る。
◦駅など主要交通拠点の強化と公共交
　通の利便性の向上を図る。
◦だれもが安心・安全で快適に利用で
　きる暮らしのみちづくりを進める。
３．水と緑のまちづくり方針
◦ふるさとの豊かな自然を守り・育て
　次代に伝えていく。
◦市民の憩い、レクリエーション活動
　の場となる緑の拠点とネットワーク
　づくりを進める。

◦緑化の推進により、個性ある花と緑
　の都市・里づくりを進める。
◦市民参加による緑化の推進、緑地の
　適切な維持管理を進める。
４．景観まちづくり方針
◦ふるさとを代表する良好な景観の保
　全と「山梨市ブランド」として観光
　利用を図る。
◦景観に配慮した都市・里づくりの推
　進を図る。
◦市民の協働による景観形成を進め　
　る。
５．活力あるまちづくり方針　
◦自然、景観、果樹、歴史など、特色
　ある地域資源を生かした観光まちづ
　くりの推進を図る。
◦中心市街地と地域拠点の再生と活性
　化を進める。
◦基幹産業である農業の振興・活性化
　を進める。
◦若年層の雇用を促す新たな産業おこ
　しや地域にふさわしい産業誘致を進
　める。
６．環境にやさしいまちづくり方針
◦自然や環境に配慮した都市・里づく
　りの推進を図る。
◦省エネルギー・リサイクル型の都市・
　里づくりの推進を図る。

◦市民などの協働による環境保全の取
　り組みを進める。
７．ひとにやさしい福祉のまちづくり
　方針
◦多くの市民が利用する公共施設など
　のバリアフリー化を進める。
◦福祉施策と連携したひとにやさしい
　環境づくりを進める。
◦協働による福祉のまちづくりを進め
　る。
８．防災まちづくり方針
◦水害や崖崩れなどを防ぐ、治山・治
　水対策の推進を図る。
◦地震・火災に対する安全性の向上を
　図る。
◦防災拠点、防災施設の充実・強化を
　図る。
◦防災体制の強化を図る。
９．生活環境と住まいづくり方針
◦身近な生活環境の整備充実を図る。
◦定住を促す良質な住まいづくりの推
　進を図る。

　これらの「まちづくりの方針」をも
とに、「山梨市都市計画マスタープラ
ン」を作成していきます。

“市民のだれもが「このまちに住んでよかった」といえる
そんな愛着と誇り、夢の持てる都市・里づくりを目指します”
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世帯と人口（2007.4.1 現在）
人　口	 39,154人
	 男	 18,858人
	 女	 20,296人
世帯数	 14,227世帯

「広報やまなし」６月号は  

５月22日火発行予定です。

編集後記

みんなの

掲示板
第８回「東彩会」展
主催：加納岩公民館

加納岩公民館絵画教室では、第８回作品展を開
催します。日ごろの生涯学習の成果をぜひご覧
ください。
日　時　５月24日㈭～27日㈰午前９時～午後５時
（初日は午後１時～、最終日は～午後３時）
会　場　市民会館２階展示室（入場無料）

【問い合わせ】　
　　　　　加納岩公民館　☎�2871

アフリカへ毛布を送る運動山梨
主催：アフリカへ毛布を送る運動山梨推進委員会

貧困や自然災害、紛争など、厳しい状況にある
アフリカでは１枚の毛布が人々の命を守りま
す。今年は県下一斉に運動を実施します。
日　時　５月20日㈰　午前10時～午後３時
会　場　市役所前駐車場（県下９会場で一斉実施）
※こんな毛布はご遠慮ください。
●穴の開いたもの、破れているもの　●綿毛布やベ
ビー毛布　●汚れているもの（洗濯をしてください）　

【問い合わせ】　
　　推進委員会事務局　☎055(235)6722

サツキと山野草展
主催：さつき協会

協会員が心を込めて育てたサツキや山野草を展
示します。色鮮やかなサツキの花と可憐な山野
草をお楽しみください。
日　時　６月１日㈮～３日㈰
　　　　午前９時～午後４時
会　場　市民会館２階展示室（入場無料）

【問い合わせ】　
　　　　　丸山　正一　☎�5072

　「みんなの掲示板」は、主に市民のみなさん
が主催する催し物やグループ活動を紹介する
コーナーです。
　掲載を希望する場合は、所定の用紙※に必要
事項を記入し、期日までに提出してください。
※用紙は、市役所総務課、各支所総務担当でお
　求めください。
　市のホームページ「みんなの掲示板」からダ
　ウンロードすることもできます。

【原稿締切】６月号掲載分の締め切りは４月25日㈬、７月号掲載分の締め切りは５月25日㈮です。
【申込・問い合わせ】	総務課「広報やまなし」担当　☎�1111（内線225）　ＦＡＸ�2800
Ｅメール　info@city.yamanashi.lg.jp

山梨市ホームページモバイル版
ＱＲコードはこちら↓

� 21 ページで紹介しましたが、下神内川地区の

みなさんが満開の菜の花と桃の花が咲き誇る沿道

のライトアップをしました。ライトアップのほか

にも川に水車があったり、手書きの看板が立って

いたり遊び心がたくさんあり、地元のみなさんの

結束力を感じました。広報やまなしではこのよう

な明るい話題を紹介していきたいと思っていま

す。ぜひ地域の情報をお寄せください。T

�人事異動でこのたび、広報担当になりました。

前の課の残務処理や新しい仕事の準備などに追わ

れ、慌ただしく１か月が過ぎようとしています。

心にゆとりがありません。17 ページに掲載しま

したが、三富川浦地区が森林セラピー基地に認定

されました。４月末には西沢渓谷の山開きも行な

われ、多くの人々を迎える季節となります。私も

癒しの森へリフレッシュに行こうと思います。み

なさんもいかがですか。K

�久しぶりに青空が広がった日、KとTを誘って

桃の花を撮影に出かけました。桃畑で見上げる桃

の花もきれいですが、フルーツラインから見下ろ

す景色は、まさに桃源郷。桃の花の向こうに見上

げる真っ白な富士山。こんな景色は、ここでしか

見ることができません。もっと自慢しなきゃ！と

改めて思いました。E
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安全・安心のまちづくり

ワンポイント・アドバイス 総務課行政防災防犯担当
☎� 1111( 内線 229)

安全・安心のまちづくり
こんにちは、日下部署です。【日下部警察署　☎�0110】

専門交通指導員の
総務課行政防災防犯担当
☎� 1111( 内線 229)

　日下部警察署管内交通事故発生状況（３月末日現在）
件数（人数） 前年比

人身交通事故 ４４件 ー２
死者 ０人 ±０
負傷者 ５５人 －１０
物損交通事故 １４５件 ー２

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
「
運
転
は　

人
に
社
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

思
い
や
り
」

■悪質商法にご注意
　悪質商法とは、言葉巧みに消費者を勧誘し、高額な
商品やサービスを売りつける販売方法です。
最近では、
　●電話を利用して、高額商品などの契約を結ぶ電話
　　勧誘商法
　●コンピュータ・ネットワークを利用した詐欺事犯
　●安売りや講習会を名目に人を集め、その場の雰囲
　　気で強引に高額商品の契約を結ばせる催眠商法
などが増加し、社会問題となっています。
　
　悪質商法の被害に遭わないために、次のことに注意
して、賢い消費者としての知識を身につけましょう。
　
　●「儲かりますよ。」の言葉には絶対に乗らない。
　●いらない時は、はっきりと「いりません。」
　●説明内容は書面で確認を
　●相手がしつこく勧誘するときは「110 番通報」
　
　また、「うっかり契約した・後悔している・解約し
たい」というときは、クーリングオフ制度をご利用く
ださい。
　うまい話には必ず裏があります。大切な財産を守る
のはあなた自身

0 0 0 0 0

です。

■警察官採用のお知らせ
　平成 19年度山梨県警察官採用試験を実施します。
◆警察官Ａ ( 平成 20年４月採用　第２回 )
　採用予定人員　男性 20人程度　女性２人程度
　男性武道指導　２人程度
◆警察官Ｂ ( 平成 20年４月採用　第１回）
　採用予定人員　男性 30人程度　女性２人程度
　受付期間　７月 25日㈬から８月 24日㈮まで
　　　　　　（電子申請は８月 17日㈮まで）
　第１次試験日　９月 16日㈰

【試験に関する問い合わせ・採用試験案内請求先】
　日下部警察署警務課　☎� 0110（代）　または
　山梨県警察本部警務課人事担当　
　☎ 055(235)2121（代）
　☎ 0120(314)874（採用専用フリーダイヤル）
　山梨県人事委員会事務局　☎ 055(223)1821
　山梨県警察ホームページ
　http://www/pref.yamanashi.jp/police

✿春の全国交通安全運動✿
期　間　５月 11 日㈮～５月 20 日㈰まで
　　　　の 10日間
運動の基本
　子どもと高齢者の交通事故防止
運動の重点目標
　１、飲酒運転の根絶
　２、自転車の安全利用の推進
　３、後部座席を含むシートベルトとチャ
　　　イルドシートの
　　　正しい着用の徹底

✿平成 19年度「セーフティードライブ・
　　　　　チャレンジ 200」参加募集✿
　５人１チームで 200 日間の無事故・無
違反に挑戦する「セーフティードライブ・
チャレンジ 200」は、自らの命は自ら守
る参加・実践型の交通安全運動です。
　ドライバーが積極的に交通安全に取り組
むことにより、県内の交通事故の減少を目
指します。あなたも地域や学校・職場の仲
間と一緒に参加しませんか。
　申込用紙は、山梨市役所総務課または牧
丘 ･三富支所総務担当窓口に用意してあり
ます。
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山梨市立図書館　
万力 1830（市民会館内）☎� 9600（月曜休館）

市立図書館マスコ
ット

キャラクター　フ
ルーツちゃん

Books

【市立図書館ホームページ】　http://www.city.yamanashi.yamanashi.jp/library/index.html

【開館時間】午前９時～午後５時（金・土は午後６時まで）　★休館日は、折り込みのカレンダーで確認してください★

【今月の注目】

■歴史小説

代表的なわらべ唄・唱歌・童謡の作品と
その作者を主軸に、事項解説にも力を注
入。歌詞のすべてを収集し、作品の成立
事情から歌曲的価値・歴史的意味までを
過不足なく解説した、本邦初「日本の子
どもの歌」の大事典。

風は山河より　第５巻　

攻め寄せる３万の武田軍、城兵はわ
ずか 400。圧倒的な力の差を前に、
定
さだみつ

盈は何を悟ったか。信長が激賞し、
家康に頼まれ、信玄が欲した攻守の
名匠・菅沼定盈。その奇跡の戦いを
描く全５巻からなる歴史巨編の最終
巻。

さあ、おきて、おきて！

深い森のふところで、やさしい森の
仲間たちが眠っている。さあ、起きて、
起きて。今日は、お祝いの日。急い
で行こう。パーティに。かわいい動
物たちのようすと、リズミカルに流
れる文章を楽しめる絵本。

クリスティン・モートン　文
ジョン・バトラ　絵
おがわ　ひとみ　訳

宮城谷　昌光・著

日本童謡事典
上　笙一郎・著

日本の小説
月島慕情　　　　　　　　　　浅田　次郎
十日えびす　　　　　　　　　宇江佐真理
八日目の蝉　　　　　　　　　角田　光代
覚悟の人　　　　　　　　　　佐藤　雅美
小学五年生　　　　　　　　　重松　　清
回転木馬　　　　　　　　　　柴田よしき
変身　　　　　　　　　　　　嶽本野ばら
となりの姉妹　　　　　　　　長野まゆみ
なわとび千夜一夜　　　　　　林　真理子
こぼれ放哉	 　　　　　　古田　十駕
青嵐	 　　　　　　　　　　諸田　玲子

文学・エッセイ・手記・外国の小説など
人生の歌がたり	 　　　　五木　寛之　　　
家計簿の中の昭和　　　　澤地　久枝　
理想的な結婚の後始末	 エイヴリー・コーマン
血と砂㊤	 　　　　ローズマリ・サトクリフ
ツォツィ	 　　　　アソル・フガード　　
その他・一般
困ったときの新パソコンらくらく処方箋　日経 BP社・出版
経済なんでも相談室	 　　　　  森永　卓郎
ターシャの庭づくり　　　　　　　ターシャ・テューダー
つくる、たべる、昔野菜　　　　　 岩崎　正利　　　
紙芝居の演じ方Q＆ A	 　　　　  まついのりこ　

■児童書

■主な新着図書

【第25回　図書館子どもまつり】
日　時　５月19日㈯　　第１回　午前10時～　第２回　午後１時30分～
会　場　山梨市民会館３階　大集会室（ちどりの間）
内　容　人形劇・アニメ映画など
★詳しくは、市立図書館までお問い合わせください。

みんなで
　来てね！

寄贈先 寄贈された人または団体 物品名
つつじ幼稚園 平成 18 年度卒園生一同　様 二人乗り三輪車

つつじ幼稚園 平成 18 年度ＰＴＡ一同　様 ユニット砂場２セット

後屋敷保育所 平成 18 年度卒園児保護者会一同　様 二輪スクーター６台、スクーターパーク（スタンド）１台、マイクスタンド１台

岩手保育所 平成 18 年度卒園児保護者会一同　様 デジタルカメラ、エイトブロック１台

山梨保育所 平成 18 年度卒園児保護者会一同　様 ままごとセット 5 組、紙芝居セット 3 巻、もちつき機 1 台

八日市場保育所 平成 18 年度卒園児保護者会一同　様 遊具（プレイハウス１台、ピクニックテーブル１台）

窪平保育所 平成 18 年度卒園児一同　様 賞状盆 3 枚・鼓隊用ベレー帽 15 枚

西保保育所 平成 18 年度卒園児保護者一同　様 パーティーフーズセットＡセット、Ｃセット、Ｄセット、Ｉセット

三富保育所 平成 18 年度卒園児保護者一同　様 ままごとセット一式

加納岩小学校 平成 18 年度卒業生一同　様 音楽室専用スピーカー一式

日川小学校 平成 18 年度卒業生一同　様 ワンタッチイベントテント 1 張

山梨北中学校 平成 18 年度卒業生一同　様 屋外用電波掛時計２台
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　　相　談
● 行政相談
[相談内容 ]　国・県・市・公団などの
仕事についての苦情や要望などの相談
５月18日㈮午後1時30分～４時
[ 会場 ]牧丘支所　[ 問 ]総務課行政防
災防犯担当☎�1111(内線227)

●社会保険相談
[日時 ]５月17日㈭午前９時30分～正
午、午後１時～４時　[ 会場 ]夢わーく
山梨（勤労者福祉センター）　[問 ]甲府
社会保険事務所☎055(252)1431㈹

●教育相談
[日時 ]毎週木曜午前10時～午後４時
[ 会場・問 ]生涯学習課(市民会館内 )
☎�9611　
牧丘支所教育担当　☎�3111　
※幼児教育相談はつつじ幼稚園　
☎�0244

●結婚相談
[日時 ]５月19日㈯　午後２時～６時
[会場 ]市民会館３階控え室　
[問 ]生涯学習課生涯学習担当
(市民会館内)　☎�9611

●家庭児童相談
児童の養育に関する家庭問題　
[日時・会場]月・水・金曜日(山梨市役所)
／火・水・木曜日(牧丘支所)
※いずれも午前９時～午後４時　
[問 ]福祉事務所児童福祉担当
☎�1111(内線162)

●中・高年齢者職業相談
中・高年齢者の就職と雇用などの相談
とあっせん　[ 日時 ]月～金曜日(祝日
除く)午前８時30分～午後５時　[ 会
場 ]夢わーく山梨３階　高齢者職業相談
室　[問 ]夢わーく山梨　☎�3111

●税理士による無料税務相談
[日時 ]５月10日㈭　午後１時～４時
[会場 ]市役所２階第一会議室　
[ 問 ]東京地方税理士会甲府支部事務局
☎055(233)1318

●若年者の「仕事」に関する相談
職業の選択・適性、キャリアアップ、
職場の悩みなどの相談　
[対象 ]35歳くらいまでの人　
[ 日時 ]５月８日㈫・22日㈫いずれも
午後６時～９時　[ 会場 ]夢わーく山梨
２階相談室　[ 問 ]商工労政課商工労政
担当☎�3111(予約受付)

●パソコン困りごと相談室
インターネット体験・困りごと相談
[ 日時 ]５月19・26日㈯　[ 受付時間 ]
午後１時～３時　[ 会場 ]市民会館４階
Ｃ会議室　[ 問 ]生涯学習課生涯学習担
当(市民会館内)　☎�9611
※講師の都合でお休みすることがあり
　ます。事前にご確認ください。

●不動産無料相談
不動産に関する相談全般　
[日時 ]５月22日㈫　[受付時間 ]午前
10時～午後３時(正午～午後１時は休み)
[会場 ]㈳山梨県宅地建物取引業協会
峡東支部事務所（市民体育館東側山梨
法人会館内）　[問 ]同協会峡東支部　
☎�1481

♥♥♥善意をありがとう　【 物 品 編 】　♥♥♥　

寄贈先 寄贈された人または団体 物品名
つつじ幼稚園 平成 18 年度卒園生一同　様 二人乗り三輪車

つつじ幼稚園 平成 18 年度ＰＴＡ一同　様 ユニット砂場２セット

後屋敷保育所 平成 18 年度卒園児保護者会一同　様 二輪スクーター６台、スクーターパーク（スタンド）１台、マイクスタンド１台

岩手保育所 平成 18 年度卒園児保護者会一同　様 デジタルカメラ、エイトブロック１台

山梨保育所 平成 18 年度卒園児保護者会一同　様 ままごとセット 5 組、紙芝居セット 3 巻、もちつき機 1 台

八日市場保育所 平成 18 年度卒園児保護者会一同　様 遊具（プレイハウス１台、ピクニックテーブル１台）

窪平保育所 平成 18 年度卒園児一同　様 賞状盆 3 枚・鼓隊用ベレー帽 15 枚

西保保育所 平成 18 年度卒園児保護者一同　様 パーティーフーズセットＡセット、Ｃセット、Ｄセット、Ｉセット

三富保育所 平成 18 年度卒園児保護者一同　様 ままごとセット一式

加納岩小学校 平成 18 年度卒業生一同　様 音楽室専用スピーカー一式

日川小学校 平成 18 年度卒業生一同　様 ワンタッチイベントテント 1 張

山梨北中学校 平成 18 年度卒業生一同　様 屋外用電波掛時計２台



☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は 0553 です
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✿不燃粗大ごみの排出品目について

有料・無料の別 種　　類 品　　目 料　　金

無料で回収するもの 金属製粗大ごみ ストーブ・自転車・スチ
ール家具・ヒーターなど 無　　料

有料で回収するもの

バイク

お問い合わせください
タイヤ
消火器

ガスボンベ
バッテリー

家電リサイクル品

冷蔵庫・冷凍庫 4,830 円～ 5,869 円
テレビ 2,835 円～ 3,795 円

エアコン 3,150 円～ 4,189 円
洗濯機 2,520 円～ 3,444 円

✿可燃粗大ごみについて

大分類 小分類 品　　目 排出方法

可燃粗大ごみ
大型 布団・家具など 山梨地域は環境センター、牧丘三富地域は東山梨

環境衛生センターへ搬入してください

小型 衣類・ぬいぐるみなど 指定ごみ袋（※）に入れて、燃えるごみの日に

※山梨地域については、5月 31 日までは透明（または半透明）のごみ袋でも出すことができます。

【粗大ごみ収集に関する問い合わせ】
　山梨市環境センター　☎� 1555　牧丘支所住民生活担当　☎� 3111　三富支所住民生活担当　☎� 2121

※家電リサイクル品：テレビはブラウン管式のみが対象。リサイクル料金とは別に、収集運搬料金がかかります。

平成 20年に成人式を
迎えるみなさんへ

　平成 20年山梨市成人式の日程は次
のとおりです。
日　時　平成 20年１月 13日㈰
式　典　午後１時から
会　場　山梨市民会館ホール
該当者　昭和62年４月２日～昭和63
年４月１日に生まれた人
※該当者のうち、「進学・就職の関係
　で市内に住所はないが、出席したい」
　という人は、11 月 18 日㈰までに
　生涯学習課に申し込んでください。
【問い合わせ】
生涯学習課生涯学習担当（市民会館内）
☎� 9611（月曜休館）

「山梨Ｕ・Ｉターン就職フェア」を開催します

　県では、県内企業に就職したいと考えている首都圏在住の学生や一般の人を
対象とする「山梨Ｕ・Ｉターン就職フェア」を開催します。
希望の企業や仕事に出会える絶好のチャンスです。ぜひご参加ください。

日　時　５月 25日㈮午後１時～（受付は正午～）
会　場　中野サンプラザ（ＪＲ中野駅前）　13階 コスモ・スカイルーム
対　象　〈求職〉山梨県内への就職を希望する社会人および学生
　　　　　　　（来春卒業予定の大学・短大・専修学校生、高校生は除く）　
　　　　〈求人〉山梨県内に事業所・支店などがあり、かつ、勤務地とする企業
　　　　※参加費無料※
内　容　合同就職面接会、「農林業・福祉」などの仕事相談、
　　　　「田舎暮らし」などの情報提供　ほか 
参加方法　求職者の参加申込みは不要です。当日会場にお越しください。
【問い合わせ】　山梨県労政雇用課　☎ 055(223)1562ＦＡＸ 055(223)1564

一部については有料での回収となります。表に載っていないもの
および有料品目個々の料金については、お問い合わせください。

粗大ごみ収集では、可燃粗大ごみは取り扱いませんので持ち込まないで
ください。可燃粗大ごみについては、次の方法で排出をお願いします。
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平成19年度第 1回粗大ごみ収集を行ないます

実施日 地区名 収集場所
5 月 14 日（月） 諏　　訪  牧丘町総合会館裏側（河川敷）駐車場
5 月 17 日（木） 西　　保  鼓川温泉駐車場
5 月 18 日（金） 中　　牧  中牧公民館（多目的集会施設）駐車場
5 月 20 日（日） 市内全域  牧丘第二小学校校庭

■牧丘地域粗大ごみ収集日程表　　　　　　　　　　収集時間：午前７時～午前10時

実施日 地区名 収集場所
5 月 22 日（火） 川　　浦  三富川浦スポーツ広場
5 月 24 日（木） 徳　　和  徳和スポーツ広場
5 月 27 日（日） 市内全域  三富スポーツ広場

■三富地域粗大ごみ収集日程表　　　　　　　　　　収集時間：午前7時～午前10時

実施日 地区名 収集場所
6 月 4 日（月） 加 納 岩  加納岩公民館東側駐車場（ダイタマンション裏）
6 月 5 日（火） 加 納 岩  ＪＡフルーツ山梨　加納岩支所共選所
6 月 6 日（水） 加 納 岩  ＪＡフルーツ山梨　かのいわ統一共選所前庭（大野）
6 月 7 日（木） 日 下 部  ※ＪＡフルーツ山梨　七日市場共選所前庭
6 月 8 日（金） 後 屋 敷  ＪＡフルーツ山梨　後屋敷共選所前庭

6 月 10 日（日） 市内全域  市役所西側駐車場
6 月 11 日（月） 日 下 部  老人健康福祉センター前駐車場
6 月 12 日（火） 日　　川  ＪＡフルーツ山梨　日川支所前駐車場（南側）
6 月 13 日（水） 八　　幡  石原なち子体育館前庭
6 月 14 日（木） 八　　幡  南自治公民館駐車場
6 月 16 日（土） 山　　梨  ＪＡフルーツ山梨　山梨支所マンモス共選所前庭
6 月 18 日（月） 山　　梨  万力２区公会堂広場
6 月 26 日（火） 岩　　手  ＪＡフルーツ山梨　岩手共選所前庭

■山梨地域粗大ごみ収集日程表　　　　　　　　　　収集時間：午前7時30分～午前10時

　市内の一般家庭を対象に、粗大ごみの収集を行ないます。
収集対象　家庭用電化製品・自転車・スチール家具・歩行型農機具などの金属製粗大ごみ
※家電リサイクル４品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫および冷凍庫・洗濯機）とバイク、タイヤ、バッ
　テリー、消火器、ガスボンベは有料での回収となります。
収集時間　〈牧丘・三富地域〉　午前７時～午前 10時　〈山梨地域〉午前７時 30分～午前 10時
※収集時間を守り、各自収集場所での積み込みにご協力ください。
※可燃粗大ごみ（布団・家具・衣類・木製品・プラスチック製品）・ガラス類・陶磁器類・施設園
　芸用資材（金網・パイプ・加温器など）は持ち込みができませんので、ご注意ください。

牧丘地域
三富地域は
　５月

山梨地域は
　６月

※日下部地区の七日市場区と下井尻区の粗大ごみ収集場所は、七日市場共選所前庭に変更になりました。
※昨年まで加納岩地区の収集場所になっていた中村邸跡地は、工事中で使用できないため、今回の収集場所にはなっていません。
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　４月１日、中央市のアパートで台所
に設置してあった簡易式消火器が突然
破裂し、天井に穴が開くなどの被害が
発生しました。
　この消火器は、防災器具メーカー
「ヤマトプロテック株式会社」（東京
都港区）が平成 13 年 11 月から平成
14 年７月までに製造したもので、平
成 17年６月以降、同様の事故が全国
で 98件発生していることがわかって
います。
　同社では、「工程で不具合があり、
液漏れ、破裂の可能性がある」として、
自主回収を進めています。
　回収対象品は、次の製造ロット番号
のものです。ご自宅に簡易式消火器を
設置しているご家庭は、まず製品を確
認していただき、対象品である場合は、
直接メーカーに連絡をお願いします。

小作料の標準額を改定しました　　　　　　　　　　　　　　　　～山梨市農業委員会～

　山梨市農業委員会では、旧市町村それぞれで設けら
れていた小作料を一本化するため検討を行ない、４月
１日から次の表のとおり「小作料の標準額」を改訂し
ました。
　農地の賃貸借を行なう際は、この「小作料の標準額」
を目安に貸し手、借り手で話し合って決めてください。
　なお、この「小作料の標準額」に比較して著しく高
額である場合は減額勧告をすることがあります。

＊山梨東部地域は、山梨地域の加納岩・日下部・後屋
　敷・日川を示します。
＊山梨西部地域は、山梨地域の八幡・山梨・岩手を示
　します。
＊小作料はあくまでも目安であり、農地の土地条件、
　収穫量などに応じて貸し手と借り手の協議により決
　定してください。
＊この小作料は、露地栽培を基本としています。

小作の標準額一覧表（10ａあたり）

作目区分 地域区分
小作料の標準額

成　　園 更　　地
水田 市内全域 9,000 円
普通畑 市内全域 6,000 円

桃（白鳳）
山梨東部地域 62,000 円 21,000 円
山梨西部地域 54,000 円 18,000 円 
牧丘・三富地域 26,000 円 8,000 円

大房系（巨峰）
山梨地域 56,000 円 14,000 円
牧丘・三富地域 38,000 円 9,000 円

デラウェア 山梨地域 38,000 円 9,000 円
りんご（つがる） 牧丘・三富地域 9,000 円 2,000 円
すもも（大石早生）牧丘地域 17,000 円 4,000 円

【問い合わせ】
農業委員会事務局 (牧丘庁舎内 )☎� 3111( 内線 108)

山梨消防署からのお知らせ　　　～簡易式消火器の破裂による被害発生について～
対象機種
「ヤマトボーイＫＴ」
　　　製造ロット番号　品質保証期間

K0331	 2005. １
KN326	 2005. １
KD317	 2005. ２
K1426	 2005. ３
K2407	 2005. ４
K2420	 2005. ５
K3407	 2005. ５
K3419	 2005. ６
K4422	 2005. ７
K7424	 2005.10

「ＦＭボーイｋ」
　　　製造ロット番号　品質保証期間

KN301	 2005. ２
KN322	 2005. ２
KD319	 2005. ３
K1425	 2005. ４
K2408	 2005. ５
K2421	 2005. ５
K3406	 2005. ６
K3418	 2005. ６
K4423	 2005. ７
K7425	 2005.10

【商品の交換・問い合わせ】
ヤマトプロテック株式会社　お客様相談窓口　フリーダイヤル0120 ー 801084
受付時間：月曜～金曜（祝日除く）　午前９時～午後５時
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お知らせ
固定資産の申告について

　固定資産税は、毎年、賦課期日（１
月１日）に土地・家屋・償却資産（こ
れらを総称して「固定資産」といいま
す）を所有している人に課税する税金
です。
　固定資産税担当では、日頃から市内
の家屋状況を把握するよう心がけてい
ますが、場所によっては完全に確認す
ることができない場合があります。確
認漏れを防ぎ、正しい課税をするため
にも、家屋を滅失した場合は、すぐに
届け出をしてください。
　ただし、法務局で建物滅失登記をし
た人は届出は必要ありません。
　また、建物を取り壊す予定がある人
も、早めに固定資産税担当までご相談
ください。
【問い合わせ】
税務課固定資産税担当　☎� 1111
（内線 124、125）

６月１日は商業統計調査の
日です！

　６月１日現在で、平成 19年商業統
計調査が全国一斉に行なわれます。
　この調査は、全国の卸売・小売業を
営む事業所を対象とし、商業の実態を
明らかにし、国や県・市における流通
産業施策の基礎資料となるものです。
　調査項目は、事業所の名称、所在地、
経営組織、年間商品販売額などです。
お答えいただいた調査票は、統計法に
より厳重に秘密が守られ、統計資料作
成の目的以外には一切使用されません
ので、安心してご記入ください。
　５月下旬から調査員が各事業所に伺
いますので、お手数ですがご協力をお
願いします。
【問い合わせ】
商工労政課統計資料担当
（夢わーく山梨内）　☎� 3111

守りましょう。電波のルール。
電波利用保護旬間（６月１日～10日）

　６月１日から 10日は「電波利用保
護旬間」です。安全で豊かな社会のた
めに、電波はルールを守り、正しく使
いましょう。
【問い合わせ】　関東総合通信局
�不法無線局による混信・妨害
☎ 03(6238)1939　
�テレビ・ラジオの受信障害　
☎ 03(6238)1945
�放送相談（地上デジタル放送）　
☎ 03(6238)1944　

再就職に向けた
職業訓練を実施しています

　独立行政法人雇用・能力開発機構山
梨センターでは、再就職を目指す人を
対象とした職業訓練を無料で実施して
います。
募集期間　５月７日㈪～６月１日㈮
訓練の種類　テクニカルオペレーショ
ン科（１部・２部）、
住宅サービス科（１部・２部）、
ビジネスワーク科、金属加工科
訓練期間　６か月
入所時期　７月
定　員　各課とも 15人
【問い合わせ】
ハローワーク塩山　☎� 8609
独立行政法人　雇用・能力開発機構　
山梨センター訓練課　
☎055(242)3066　ＦＡＸ055(242)3068
ホームページ
http://www.ehdo.go.jp/yamanashi/

所有の山林を「森林環境教育
の森」として活用しませんか

　山林を所有している皆さん、森林環
境教育の森として山林を提供 (10 年
間 )してみませんか。貸していただい
た山林では、森林整備をした後、次の
とおりの活動を行ないます。

�森林環境教育の森の場として利活用
�学校林を活用した交流促進
�社会奉仕体験活動、自然体験活動の
　充実
�森林づくりの場として活動
�地域住民等の利用

　なお、返還後も通常の山林として利
用できるよう、次のことは行ないませ
ん。
◦自然環境を損なう行為
◦土地の形質の変更
◦構造物の設置　　
※民有林で、財産区および区が所有し
ている山林や保安林に指定されている
森林でも対象になります。

【問い合わせ】
農林課農林担当（牧丘庁舎内）
☎� 3111( 内線 122)
峡東林務環境事務所　森づくり推進課
☎⑳ 2722



☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は 0553 です

広報やまなし 2007.5-34

ス
ポ
ー
ツ

催　
　

し

子

ど

も

保
険
・
健
康

介
護
・
福
祉

募　
　

集

お
知
ら
せ

相
　

談

講
　

座

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募
　

集

子

ど

も

介
護
・
福
祉

保
険
・
健
康

講　
　

座

お
知
ら
せ

相
　

談

　　講　座

老人健康教室および
老人医療費受給者証交付

日　時・対象者
①５月 25日㈮　
　昭和 14年６月１日～６月 30日、　
　昭和 12年５月２日～６月１日生ま
　れの人
②６月 25日㈪　
　昭和 14年７月１日～７月 31日、　
　昭和 12年６月２日～７月１日生ま
　れの人
※時間は午前９時 30分～ 10時
会　場　山梨市保健センター
※該当者には、交付日の約１週間前に
　通知します。
【問い合わせ】
市民課国民健康保険担当
☎� 1111( 内線 146、148)
牧丘支所住民生活担当☎� 3111
三富支所住民生活担当☎� 2121

【申込方法】ハガキまたは電子メールにて「郵便番号・住所・氏名・年齢・職業・電話番号・パソコン所有の有無・
操作歴」を記入のうえ、市役所総合政策課電算システム担当までお申し込みください。
※申し込みに当たっては必要事項をよく確認し、記入漏れのないようお願いします。

【参加者負担金】3,000円（講習会受講代として・初回講習時に集金します）
※各講座とも 15 人程度募集します（応募者多数の場合は抽選）。

【申込・問い合わせ】〒405-8501（住所不要）　山梨市役所　総合政策課　電算システム担当　
　　☎�1111（内線236）　Eメールアドレス　itkosyu@city.yamanashi.lg.jp

５月の IT講習会

講座名 対象者 日程 募集締切
パソコン・インターネット
初級講座 パソコンを初めて使おうという人 ５月21日㈪～24日㈭

午前9時30分～11時30分 ５月11日㈮

≫≫パソコン操作の基礎からインターネットの使い方などについて、基礎から楽しく学びます。

WORD（ワード）&
EXCEL（エクセル）初級講座

パソコンの基礎操作はできるが、
さらに活用したいという人

５月21日㈪～24日㈭
午後７時～９時 ５月11日㈮

≫≫ワープロソフトWORD（ワード）と表計算ソフトEXCEL（エクセル）の初級講座です。基本的な機能・操作について学びます。

【会場】山梨市情報通信センター
　　　　（山梨市役所庁舎となり）

市では、山梨市情報通信センターにおいて、IT講習会を開催しています。
パソコンにチャレンジしてみたい！もっと使いこなしてみたい！という
みなさん、ぜひご活用ください。

労働保険と一般拠出金の
申告・納付はお早めに

　事業主のみなさん、労働保険の年度
更新手続きを行なっていただく時期で
す。平成 19 年度については、4月１
日から 5月 21日までの間に、労働保
険の申告・納付を済ませていただきま
すようお願いします。
　なお、平成 19年度の年度更新から
石綿（アスベスト）健康被害救済のた
めの「一般拠出金」の申告・納付も始
まります。この制度は、石綿健康被害
者の救済費用に充てるため、すべての
労災保険適用事業主のみなさまにご負
担いただくものです。
　また、平成 19年 4月１日から雇用
保険料率が変更になりましたので、動
労保険料の申告に当たっては、ご留意
をお願いします。

　山梨労働局・労働基準監督署では、
年度更新申告書受理相談会を開催して
います。ぜひご利用ください。

開催日 会　　場
４月 25日 ㈬ 甲州市中央公民館
４月 26日 ㈭ 山梨市民会館
５月　８日 ㈫ 甲州市中央公民館
５月 10日 ㈭ 山梨市民会館
５月 15日 ㈫ 甲州市中央公民館
５月 17日 ㈭ 山梨市民会館
５月 18日 ㈮ 甲州市中央公民館
５月 21日 ㈪ 山梨労働基準監督署

※どの会場も時間は午前 10時～午後
　３時です。
【問い合わせ】
山梨労働基準監督署　☎� 2921

■相談会日程　
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平成19年度人間ドック受診希望者募集　

平成 19 年度の人間ドックの募集を行ないます。受診希望
者は次の内容を確認し、申し込みをお願いします。

対象者　
市税完納者で、次のいずれかに該当する人
①山梨市国民健康保険加入者で、35歳から 69歳までの人
　（昭和 13 年４月２日から昭和 48 年４月１日までの間に
　生まれた人）
②他の健康保険加入者は、下記の表に当てはまる人

※他の健康保険加入者本人で、職場において健診機会のあ
　る人は、職場での受診をお願いします。
定　員　800 人　
※先着順とし、定員を超えた場合は抽選。
申込方法　
　ハガキに（１人１枚）下の記入例のように記入し、　郵
送で申し込んでください。

〈申込記入例〉

申込期限
５月１日㈫～ 15 日㈫（当日消印有効）

負担金　
負担金は、次の表のとおりです（消費税込）。
性別、年齢により受診内容が異なります。

委託医療機関　
山梨厚生病院、加納岩総合病院、ＪＡ山梨厚生連（甲府市）、
クアハウス石和（笛吹市）、塩山市民病院（甲州市）
内　容
①基本健康診査　②上部消化管検査　③胸部レントゲン　
④血液血清学的検査　⑤大腸検査　⑥超音波検査　
⑦介護予防検診（65 歳以上）　⑧乳がん検診（女性のみ、
39 歳以下は超音波検診、40 歳以上はマンモグラフィー）
⑨子宮がん検診（女性のみ）
※上記健診内容は全てセットになっていますので、受診を
　希望しない検診があっても負担金の金額は変わりません。
　ご了承ください。
受診方法・受診期間
　人間ドック受診票が届いたら、ご自身で委託医療機関に
予約し受診してください。受診票などの発送は、５月 22
日㈫を予定しています。受診期間は、平成 19 年６月１日
から平成 20 年２月 28 日までです。
※成人健康診査（集団健診）との重複受診はできません。
　人間ドックまたは成人健康診査のどちらかをお選びくだ
　さい。
※ 70 歳以上の人は、成人健康診査をお受けください。人
　間ドックに近い項目の健診が受けられます。

生年月日 年齢
昭和 47年４月２日～ 48年４月１日 35歳
昭和 42年４月２日～ 43年４月１日 40歳
昭和 37年４月２日～ 38年４月１日 45歳
昭和 32年４月２日～ 33年４月１日 50歳
昭和 27年４月２日～ 28年４月１日 55歳
昭和 22年４月２日～ 23年４月１日 60歳
昭和 17年４月２日～ 18年４月１日 65歳

性別 年齢 検診費用 市負担分 自己負担額

男性 35 ～ 64歳 35,700 円 20,000 円 15,700 円
65 ～ 69歳 36,225 円 20,000 円 16,225 円

女性
35 ～ 39歳 37,800 円 20,000 円 17,800 円
40 ～ 64歳 40,950 円 20,000 円 20,950 円
65 ～ 69歳 41,475 円 20,000 円 21,475 円

≪ハガキの裏面≫
①郵便番号
②住所
③申込者氏名（ふりがな）
④生年月日
⑤性別
⑥電話番号
⑦保険証の種類と記号番号

≪ハガキの表面≫
　　　　　〒 405-8501

　　山梨市役所
　　山梨市保健センター内
　　保健課
　　保健企画担当　行

50

【申込・問い合わせ】
〒 405-8501　山梨市役所山梨市保健センター内　
保健課保健企画担当　☎� 1111（内線 412、413）
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健康管理のため、年に１回は健康診断を受けましょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～19年度成人健康診査検診項目と日程のお知らせ～

月日 (曜日 ) 会　　場 対象地区 月日 (曜日 ) 会　　場 対象地区

5/24 ㈭ 加納岩公民館 上神内川３・６区 10/4 ㈭ 万力 2区公民館 万力 2区

27㈰ 山梨市保健センター 小原西１･２区
市内全域 5㈮ 万力 2区公民館 万力 1・3区

6/1 ㈮ 山梨市保健センター 上神内川４･５区 10㈬ 日川公民館 一町田中・下栗原区

9/3 ㈪ 老人健康福祉センター 小原西３区 11㈭ 八幡公民館 大工・堀之内・水口・
切差区（八幡地区）

5㈬ 市民総合体育館 下石森・上石森区 12㈮ 八幡公民館 市川・江曽原区
（八幡地区）

12㈬ 山梨厚生病院
職員食堂

上岩下・小田屋・
山根・矢坪区 16㈫ ＪＡフルーツ山梨

日下部支所
下井尻・
小原東４･５･６区

13㈭ 山梨厚生病院
職員食堂 正徳寺・落合区 17㈬ 岩手公民館 岩手地区

25㈫ 南区自治公民館 南・北区 18㈭ 日川公民館 歌田区

26㈬ ＪＡフルーツ山梨
かのいわ統一共選所 大野区 22㈪ ＪＡフルーツ山梨

加納岩支所
下神内川 2・7区
加納岩地区

27㈭ ＪＡフルーツ山梨
後屋敷共選所 上之割・東後屋敷区 29㈪ ＪＡフルーツ山梨

後屋敷共選所 後屋敷地区

28㈮ ＪＡフルーツ山梨
後屋敷共選所 三ケ所・鴨居寺区 30㈫ 山梨厚生病院

職員食堂 山梨地区

10/3 ㈬ 七日市場公会堂 七日市場区 11/1 ㈭ 上栗原集落集会所 上栗原 ･中村区

■山梨地域

■牧丘地域

月日 (曜日 ) 会　　場 対象地区 月日 (曜日 ) 会　　場 対象地区

8/ １㈬ 牧丘町保健センター 牧丘町全域 10/31 ㈬ 中牧多目的集会施設 中牧地区

8/ ８㈬ 西保多目的集会施設 西保地区

■三富地域

月日 (曜日 ) 会　　場 対象地区 月日 (曜日 ) 会　　場 対象地区

5/22 ㈫ 三富基幹集落センター 三富地区 5/30 ㈬ 三富基幹集落センター 三富地区

月日 (曜日 ) 会　　場 対象地区 月日 (曜日 ) 会　　場 対象地区

11/　2㈮ 山梨市保健センター 市内全域 11/11 ㈰ 山梨市保健センター 市内全域

11/　4㈰ 牧丘町保健センター 市内全域

■市内全域

※対象地区以外の会場でも受診することができます。

健康診査日程表
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持ち物
①山梨市成人健康診査票
②健康手帳（持っていない人には当日交付します）
③自己負担金（受診する検査項目を確認の上、つり銭の　
　ないようにお金をお持ちください）
受付時間　午前 8時 30 分～午前 10 時 30 分
　５月 27 日㈰、11 月 11 日㈰は午前 11 時まで
注意事項・お知らせ
＊山梨市成人健康診査票を、18 年度胸部レントゲン検診
　受診者と基本健診受診者に郵送します。健診票の太枠内
　を記入して、当日必ずお持ちください。
＊上記以外の受診希望者には、健診票を郵送しますのでご
　連絡ください。なお、健診票は、保健センターや健診会
　場にも用意してあります。
＊子宮がん検診・乳がん検診・歯周疾患検診は、申し込み
　後早めに受診してください。

＊平成 18 年度から生活機能低下を早期に発見し、介護保
　険を必要とする状態を予防するために、65 歳以上の基
　本健診受診者には介護予防のための健診が追加されまし
　た。
＊この健康診査の診査票や結果などの個人情報は、統計的
　に処理するものの他、個人の健康管理・介護予防の目的
　で市と健診機関と情報共有をする以外には使用しません。
＊次の 3 地域には送迎バスを用意します。詳細は通知文
　または地区回覧用紙でご確認ください。
　三富地域（５月 22 日・30 日）　山根・矢坪区（９月 12 日）
　堀内・水口・切差区（10 月 11 日）

【問い合わせ】
保健課（保健センター内）
☎� 1111( 内線 412 ～ 416)　

検診項目 自己負担金 内　　　　　容（注意事項）
胸部レントゲン検診
(結核 ･肺がん ) 100 円 ボタンや金具、プリントのない衣類（シャツ、無地のＴシャツなど）を着用してきて

ください（ボディスーツは不可・ネックレスははずしてください）。
＊喫煙本数の多い人には、喀痰（かくたん）検査を行ないます。
　家庭で 3日間痰を採り、容器は後日回収します。

喀
かくたん

痰検査
（肺がん検診） 400 円

腹部超音波検診　
（腹部がん検診） 500 円 前日の夕食は夜 9時までに済ませて

ください。
＊高血圧の薬を飲んでいる人は、少
　量の水で検診の 3時間前までに飲
　んでください。血圧が高い場合、
　検診が受けられないことがありま
　す。

胃レントゲン検診受診希望者のうち、当日の血
圧が高い場合・重度の便秘・ひどいアレルギー（喘
息治療中・バリウムによる副作用 <ショックな
ど >が出たことがある）・妊娠中・胃の手術を受
けた、または治療中の場合は、検診が受けられ
ません。

胃レントゲン検診
（胃がん検診） 500 円

循環器基本健診
1,000 円

身体計測 (腹囲測定 )・血圧測定、血液検査・心電図検査・眼底検査・尿検査など
血液検査で正確な結果を得るために、朝食は食べないで受診してください（薬を飲ん
でいる人は主治医にご相談ください）。

肝炎ウィルス検診 対象者：平成 19年４月から 20年３月までに 40歳になる人

大腸がん検診 200 円 健診会場で申し込んでください。容器は後日回収します。

乳がん検診 800 円

問診、視触診、マンモグラフィー (レントゲン撮影 )検査
＊ 39歳以下は超音波検査になります。
＊５月 22 日・30 日の三富会場は、マンモグラフィー検
　診車による乳がん検診を、各日 30人まで受診できます。

健診会場、または保健セン
ターで申し込んでくださ
い。その後、委託医療機関
での受診となります。
＊医療で経過観察をしてい
　る人は受診できません。子宮がん検診 1,000 円 問診、細胞診

骨粗しょう症検診 200 円 5月 27日㈰、11月４日㈰、11月 11日㈰に実施　対象者：70歳までの女性

歯科検診
（歯周疾患検診） 600 円 健診会場または、保健センターで申し込んでください。その後、委託医療機関での

受診となります（内容：歯科検診と歯科保健指導） 。

検査項目一覧表

健康管理のため、年に１回は健康診断を受けましょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～19年度成人健康診査検診項目と日程のお知らせ～
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《作り方》

１、もち米は洗って水に２時間浸す。豚肉は１㎝角に切り調味料を加え、もみこん

　でおく。干しエビはぬるま湯 100cc に 10 分つけて柔らかくし、戻し汁は取っ

　ておく。干しシイタケはぬるま湯で戻したあと石づきを落とし、皮をむいたニン

　ジンとタケノコとともに１㎝角に切る。

２、フライパンにサラダ油を熱し、豚肉を炒める。肉の色が変われば、干しエビ、

　干しシイタケ、ニンジン、タケノコを加えて炒め合わせ、＜調味料＞と戻し汁を

　加え、５分くらい煮る。

３、フライパンにサラダ油を熱し、水気を切った米を入れ、透きとおるまで炒め、

　２の具を戻してひと混ぜする。

４．竹皮（なければアルミホイル）に３を約大さじ２入れて、間にギンナンを１粒

　入れ包む。40～ 45分蒸してでき上がり。　

毎月第　　　日曜は、家族や仲間と、和やかに食卓を囲む日！

　食育を推進していくためには、まず
食事が楽しいと思えることが大切で
す。山梨市では、毎月第１日曜日を「家
族や仲間と、和やかに食卓を囲む日」
とし、みんなで楽しく食事をすること
を進めています。みんなで楽しく食事
をしましょう！

保健課保健指導担当　☎�1111（内線414、415）

「たのしい　おいしい　和みのまち　山梨市」を目指して

５月は
　６日だよ！

■山梨市食育推進計画はこちらを☞http://www.city.yamanashi.yamanashi.jp/citizen/plan/shokuiku_plan.pdf

あなたの年金を増やしませんか？ちょっと増やせる付加年金　～国民年金からのお知らせ～

●第１号被保険者・任意加入被保険者が定額保険料に付加保険料を足して納付すると、
　老齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。
●付加保険料は、月額 400円です。
●付加年金の受給額は、200円×付加保険料納付月数です。
●付加年金は任意加入ですので申請が必要です。
＜例＞　付加保険料を 10年間納付し、65歳から年金を受給した場合
　　　　付加保険料 400円× 10年（120月）＝ 48,000 円
　　　　付加年金額 200円× 10年（120月）＝ 24,000 円（年額）
※付加年金を２年間受給すると、納付した付加保険料総額と同額を受け取ることができます。
※定額のため物価スライド（増額・減額）はなく老齢基礎年金と合わせて受給できます。
※付加保険料は、納付期限を過ぎると納付できません。
※国民年金基金に加入中の人は、付加年金に加入することはできません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　市民課国民年金担当　☎� 1111（内線 144、145）

【今月のお勧め献立】　中華ちまきで「こどもの日」を祝おう！　

　材　料（12個分）　エネルギー 348kcal（1 人分）

もち米２カップ　豚バラ塊肉 150ｇ　酒・しょうゆ　各大さじ１

ゆでタケノコ 60ｇ　ショウガ汁、こしょう　各少々　サラダ油適量

干しシイタケ２枚　ニンジン 1/4 本　干しエビ大さじ１　ギンナン 12粒

竹皮 12枚　＜調味料＞しょうゆ大さじ２砂糖・酒各小さじ２　塩小さじ 1/3

一度にたくさん作って保存しておく
と、いつでも食べられて便利です。
２～３日分くらいなら冷蔵庫で、そ
れ以上なら冷凍庫で保存。食べる前
にもう一度 30 ～ 40 分ふっくらと
蒸して召し上がれ！

１
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こどもの健康フォーラム

日　時　5月 12日㈯午後 2時～
　　　　（終了予定：午後４時 30分）
会　場　山梨市民会館４階大会議室
内　容　
< 第１部 >　特別講演①（からだの
テーマ）成長曲線から見る小児の健康
②（こころのテーマ）　脳科学から見
た心の発達　
<第２部 >　お子様健康相談コーナー
テーマ「気になる子どもの低身長」
小児科医による個別無料相談。養護教
諭や保育士・保健師からの相談も受け
付けます。
※参加には事前申し込みが必要です。
【申込・問い合わせ】
峡東地区こどもの健康フォーラム　
☎ 0120(446)870(10:00 ～ 17:00)
ＦＡＸ 0120(652)215

介護・福祉

保険・健康

対象世帯にごみ袋を贈呈
～子育て・高齢者支援事業～

　市では、平成 19年度から子育てな
らびに高齢者支援事業の一つとして、
オムツ使用世帯を対象に「指定ごみ袋」
（燃えるごみ用）を５包贈呈します。
対象者・贈呈方法　
①市内在住で４月１日以降にお子さん
　が生まれたご家庭
　出生届提出時に贈呈します。里帰り
出産などで市外で出生届を出された場
合は、後日引換券を発送します。健診
時などの折に、市役所総合案内窓口ま
たは各支所住民生活担当窓口で「指定
ごみ袋」と引き換えてください。

②市内在住で介護用品購入券交付対象
　者のいるご家庭
　７月の購入券交付時に贈呈します。
年度途中で対象となった場合は、購入
券初回交付時に贈呈します。
【問い合わせ】
環境課生活環境担当　☎� 1111
（内線 252、253）

高齢者や寝たきりの人を対象
とした胸部レントゲン検診

　市では､ 感染症予防に関する法律に
基づき、成人健康診査の一環として、
寝たきりなどにより地域の胸部レント
ゲン検診を受けることができない人を
対象に、医療機関で検診を実施します。
　高齢者や寝たきりの人は､ 抵抗力が
弱く結核に感染する危険や集団感染を
引き起こす危険が高いことから、病気
を早期発見するための検診が大切で
す。年に 1回の受診をお勧めします。
自己負担金　700円　
申込期間　５月１日㈫～平成 20年
　２月 29日㈮
申込方法　負担金とともに山梨市保健
センターへ申し込んでください。
※送迎について
指定医療機関で検診を行ないます。送
迎はありませんので、ご了承ください。
【申込・問い合わせ】
保健課保健指導担当　☎� 1111　
（内線 415）

地域元気あっぷ教室を
開催します

　市では、高齢者ができる限り要介護
状態にならずに健康でいきいきとした
生活が送れるよう、支援事業の１つと
して介護予防教室を開催します。	
　ストレッチ体操や軽い筋肉トレーニ
ングは、体を柔軟にし、転びにくくす
る効果があります。身近な場所で体を
動かす習慣を身につけましょう。
参加資格　市内在住 65歳以上の人。
持ち物　　上履き
開催日程　年間を通して毎月２回開催
します。５月の開催日は次の表のとお
りです。６月以降の日程は、地区ごと
にお知らせします。	
【お問い合わせ】　　
保健課介護予防担当　☎� 1111
（内線 172、177）	  

実施日 時　　間 実施施設

5 月

10 日㈭・24日㈭ 午前 10:00 ～ 11:30 加納岩公民館
　２日㈬・16日㈬ 午後　1:30 ～　3:00 老人福祉センター
　８日㈫・22日㈫ 午後　1:30 ～　3:00 八幡公民館
　９日㈬・23日㈬ 午後　1:00 ～　2:30 山梨公民館
11日㈮・18日㈮ 午後　1:30 ～　3:00 日川公民館
10日㈭・24日㈭ 午後　1:30 ～　3:00 後屋敷公民館
11日㈮・25日㈮ 午後　1:30 ～　3:00 岩手公民館
　９日㈬・23日㈬ 午後　1:30 ～　3:00 牧丘町保健センター
11日㈮・25日㈮ 午後　1:30 ～　3:00 中牧公民館
11日㈮・25日㈮ 午前 10:00 ～ 11:30 西保公民館

　８日㈫ 午前 10:00 ～ 11:30 三富基幹集落
センター30日㈬ 午後　1:30 ～　3:00

■５月の地域元気あっぷ教室開催日程
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　保育料算定の所得税階層区分・軽減枠が変わります

■保育料算定各階層区分の所得税額が変わります

　所得税の定率減税縮減に伴い、平成 19年度保育料算定各階層区分の所得税額が次の表のとおり変更されます。ただし、
保育料の月額（徴収基準額）はこれまでと変わりません。市では保護者の負担を軽減するため、保育料を国の基準より低く
設定しています。

階層区分
各月初日における入所児童の属する世帯の階層区分 徴収基準額（月額）単位：円

定　　　　　　　　　義 ３歳未満児 ３歳以上児

第１ 生活保護を受けている世帯または人
国 0 国 0 
市 0 市 0 

第２

第１階層および第 5～第 9階層を除き、
前年度分の市町村民税の額の区分が次の
区分に該当する世帯

非課税世帯
国 9,000 国 6,000 
市 6,000 市 4,000

第３ 均等割課税世帯
国 19,500 国 16,500 
市 14,000 市 11,000 

第４ 所得割課税世帯
国 19,500 国 16,500
市 16,000 市 13,000

第５

第１階層を除き、前年分の所得税課税世帯
であって、その所得税の額の区分が次の
区分に該当する世帯

72,000 円未満
国 30,000 国 27,000
市 25,000 市 21,000 

第６ 72,000 ～ 121,999 円
国 44,500 国 41,500 
市 31,000 市 26,000 

第７ 122,000 ～ 179,999 円
国 44,500 国 41,500
市 37,000 市 28,000

第８ 180,000 ～ 458,999 円
国 61,000 国 58,000
市 42,000 市 31,000 

第９ 459,000 円以上
国 80,000 国 77,000
市 43,000 市 32,000

この網掛け部分が、今回変更になった
ところです。 ■２人目以降の児童につき、保育料を軽減する制度（多子軽減）　

　の対象者を拡大します	 	 	 	 　

　これまで保育所（園）の児童に限定していた制度を、「幼稚園」および「認
定こども園」利用児童まで拡大することとなりました。なお、軽減方法につ
いては、所得階層に応じた従来の方法を改め、次の式で算定した額とします。	
	 　　	
　❖１人目＝上記表に定める額	 	 	 	 	 	
　❖２人目＝基準額×０．５	 	
　❖３人目以降＝基準額×０．１	 	 	 	 	 	
※兄弟姉妹の数は、年齢が高い順から数えます。
　金額は、算出金額から 10円未満を切り捨てた額となります。

【問い合わせ】
福祉事務所児童福祉担当　☎� 1111（内線 162、163）
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病後児保育事業「ひまわり」
開所のお知らせ

　　子ども

　市では、４月 23日㈪から病後児保
育事業を開始します。
■病後児保育事業とは
　保育所などに入所しているお子さん
が病気回復時にあるが、集団保育が困
難な期間、利用できるものです。
■対象者
　次の全ての条件に該当する児童	 	
①生後 6か月から小学校３年生
②市内に住んでいる、または保護者が
　市内に勤めている	
③保護者が仕事の都合などで、家庭に
　おいて保育が困難	 	 	
④病気が回復期にあり、病後児保育の
　利用を医師が認めている	 	

★母子健康手帳は必ずお持ちください。
★今月の該当以外のお子さんでもまだ受講が済んでいない場合は、出席してください。

～健診の日程は、年間予定表をご覧ください～

５月の学級・講習会 問保健センター☎� 1111( 内線 414 ～ 416)

項　目 実施日 受付時間 場　所 該　当　者
母子健康手帳
の交付・
妊婦健康相談

 ５月 17日㈭
午前 9:00 ～ 11:30

山梨市保健センター 妊娠届を済ませていない妊婦
 ５月 31日㈭ ※牧丘・三富支所でも実施します。事前予約が必要です。

　　　問牧丘支所☎� 3111　三富支所☎� 2121 ６月 14日㈭

後期離乳食教室
 ５月　２日㈬ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 18年９・10月生まれの児の保護者

＊定員 20 人です。事前申込が必要ですので、ご注意ください。

育児学級  ５月 22日㈫ 午前 9:30 ～ 10:00 山梨市保健センター 19年２月生まれの児の保護者
両親学級③  ５月　１日㈫

午後 1:00 ～　1:30 山梨市保健センター 19年７・８月出産予定者
両親学級④  ５月 10日㈭
両親学級①  ５月 24日㈭

午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 19年９・10月出産予定者
両親学級②  ５月 31日㈭
※両親学級は、全ての回において申し込みが必要ですので、ご注意ください。

前期離乳食教室
 ６月　５日㈫ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 19年１・２月生まれの児の保護者

＊定員 20 人です。事前申込が必要ですので、ご注意ください。

実施施設 山梨厚生病院　病後児保育所「ひまわり」
（山梨市落合 860　山梨厚生病院敷地内）☎� 1773（直通）

開 所 日
月曜～土曜日
※祝日、年末年始（12月 29日～１月３日）を除く

利用時間 午前８時 15分～午後６時 15分

定　　員 ４人

職員配置 看護師１人　保育士１人
利 用 料

（１日 )

市内在住者　2,000 円　市内在勤者　3,000 円
※生活保護世帯または前年度市民税非課税世帯は無料

そ の 他 昼食代 300円（全員）　おやつ代 100円（希望者）

■利用方法
　事前登録が必要です。「山梨市病後
児保育利用登録申込書」に必要事項を
記入し、市役所少子対策課、各支所住
民生活担当窓口または病後児保育所
「ひまわり」に提出してください。
※この事業は、保育所や小学校などに
　通っている児童を対象としたもので
　す。

■開所日・時間など

　　　　　　　
【問い合わせ】　少子対策課子育て推進担当　☎� 1111（内線 152、153）

国
道
一
四
○
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甲
府

ガソリン
スタンド

病後児保育所
　「ひまわり」

駐輪場

タクシー乗り場

小児科

本館

無量寺

病後児保育所
「ひまわり」略図
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　　募　集
Ｂ＆Ｇ海洋体験セミナー
参加者募集

日　程　６月 15日㈮～ 17日㈰
会　場　万力公園・万葉の森
⑴万葉歌の朗唱者募集
　万葉の森のメーンステージで、万葉
歌を１人２首朗唱していただきます。
朗読調のほか自由な調子で、歌い方は
問いません。また、市で万葉風の衣装
を、大人用・子ども用ともに用意しま
す。個人、グループでのご参加をお待
ちしています。
※朗唱の会は 16日㈯に開催します。
募集締め切り　５月 25日㈮
募集人員　100人
※申込者には後日詳細を送付します。

⑵舞台発表者募集
　空き時間にメーンステージを開放し
ます。個人・団体を問わず活動発表の
場にしてみませんか。
時　間　６月 17日㈰
　午前 11時～午後６時　
　準備を含め１グループ 30分
　（申し込み数により変更があります）

⑶フリーマーケット出店者募集
日　　時　６月 16日㈯・17日㈰
　午前 10時～午後４時（雨天中止）
スペース　１区画約２×２ｍ
協賛金　　１区画 1,000 円
締め切り　５月 25日㈮
※申し込み順に１人１区画
【申込・問い合わせ】 　
うたまつり実行委員会事務局
（三富庁舎観光課内）　☎� 2121

第 12回山梨市万葉うたまつり
参加者募集

　「海洋体験セミナー」は、
●共同生活を通じて異世代間とコミュ
　ニケーションを図る
●沖縄での海洋性レクリエーションや
　自然体験活動を通して、海・船・海
　洋環境に係る理解を深める
ことを目的に行なっています。
期　間　７月 23日㈪～ 27日（金）　
　　　　（４泊５日）
行き先　沖縄県北部地域　
対　象　小学校５年生～中学校３年生
　までの男女
募集人数　１人
　（応募者多数の場合は抽選）
集合・解散場所　羽田
参加費　１人 67,000 円
（市から 33,500 円補助金があります）
申込締切　５月 25日㈮　　　　

※日程が変更になることがありますの
　で、参加希望者はまず問い合わせて
　ください。
【申込・問い合わせ】
市民総合体育館　☎� 5600
　　　　　　　　ＦＡＸ� 5614
牧丘B&G海洋センター　☎� 4411
　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ� 4412

常夏の太陽が
キミを待っている！

ホームヘルパー養成講座
（２級課程）参加者募集

　母子家庭の母などを対象としたホー
ムヘルパー養成講座を開催します。お
子さんをお預かりする託児サービスも
行ないますので、安心して受講してく
ださい。
開催日　６月～ 10月の原則毎週土曜  
　　　　（おおむね 21日間）
時　間　午前９時 30分～午後４時 15分
会　場   ①講義・実技　県母子福祉セ
ンター３階会議室　②実習　特別養護
老人ホームなどの施設
対　象　県内在住の母子家庭の母・寡
婦で、講座の受講が自立に必要と認め
られる人
参加費　 7,000 円
定　員   20 人
　（応募者多数の場合は抽選）
託　児　無料で行ないます（県母子福
祉センター ２階 和室）。
応募方法　 郵送、ファクスまたは次の
ホームページからお申し込みください。
http://www16.ocn.ne.jp/~bokaren/
応募期限   ５月７日㈪
【申込・問い合わせ】  
山梨県母子家庭等就業・自立支援セン
ター（〒 400-0025  甲府市朝日４丁
目５番 21号　県母子福祉センター
㈶山梨県母子寡婦福祉連合会内）
☎ 055(252)7014  
ＦＡＸ 055(253)7046

自衛隊幹部候補生募集中！

区　分　一般・技術／歯科・薬剤
願書受付　５月中旬まで
第一次試験　５月下旬

詳しくはお問い合わせください。
自衛隊山梨地方協力本部　甲府募
集案内所（甲府市寿町５丁目３番
飯島ビル）　☎ 055(228)6427

☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は 0553 です
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時　間　午後７時 30分～９時
参加資格　市内在住・在勤の社会人	
定　員	 30 人	 	 	 	
参加料　300円	 	
会　場	 市民総合体育館武道館	 	
	
④ゴルフ教室
開催日　６月７・14・21・28日
　７月５日（木曜日・全５回）
時　間　午後 7時 30分～９時
参加資格　市内在住・在勤の社会人	
定　員　15人	
参加料	 6,000 円	 	 　
会　場	 アポロゴルフレンジ

<②・③・④共通事項>
申込方法　市民総合体育館窓口に参加
料を添えて申し込んでください。定員
になり次第締め切ります。
受付開始　５月 10日㈭
【申込・問い合わせ】	 　
山梨市民総合体育館	 ☎� 5600
（月曜休館）

　今年度開催を予定しているスポーツ
教室をお知らせします。開催時期・種
目は予定です。
　募集内容など詳細については、開催
月の約２か月前に広報誌上でお知らせ
します（数字は開催月と回数）。

◆水泳教室	 10 月 ( 全８回 )
◆西沢渓谷ハイキング教室
          … ……………… 10月 ( １回 )
◆弓道教室……10～ 11月 ( 全６回 )
◆３Ｂ体操教室　
          … ………10～ 11月 ( 全６回 )
◆卓球教室……11～ 12月 ( 全６回 )
◆スキー教室
　　　　…… 平成 20年２月 (１回 )

　スポーツ
各種スポーツ教室参加者募集

①Ｂ＆Ｇ海洋センター小学生水泳教室
開催日	 ６月６・13・20・27日、
　７月４・11日（水曜日・全６回 )
参加資格　市内の小学生
Ａグループ（小学校１～３年生の部）  
　定　員　30人　
　時　間　午後６時 30分～７時 30分	
Ｂグループ（小学校４～６年生の部）
　定　員　30人　
　時　間　午後 7時 30分～ 8時 30分
参加料	 500 円	
会　場	 Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
　　　　（牧丘町窪平 442-1）
受付開始　５月 10日㈭
申込方法　牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センターま
たは市民総合体育館窓口に参加料を添
えて申し込んでください。定員になり
次第締め切ります。
【申込・問い合わせ】	 　
牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センター	 ☎� 4411
山梨市民総合体育館	 ☎� 5600
（月曜休館）

②エアロビシェイプアップ教室	 	
開催日	 ６月１・８・22・29日
　７月６・13日（金曜日・全６回）　
時　間　午後７時 30分～９時
参加資格　市内在住・在勤の社会人	
定　員　30 人	 	 	 	
参加料	 300 円	 	
会　場	 山梨市民総合体育館アリーナ	

③ヨガ教室	 	 	 	
開催日　６月６・13・20・27日
　７月４・11日（水曜日・全６回）

第４回力自慢我がまち№１

　山梨市一番の力持ちは？自信のある
人はぜひご参加を、ちょっぴり自信の
ない人も自分の体力を知るいい機会で
す。ふるってご参加ください。
日　時　６月３日 ㈰　午後 1時～
　　　　（受付　０時 30分～）　　
会　場　牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センター
参加資格　市内在住・在勤者　
競技部門   
①小学生の部（4年生以上）
②中学生の部　③一般の部　
競技内容
①荷物移動　②重り引き　③メディシ
ンボール投げ　④スリッパ飛ばし　
⑤フラッグ　
※各競技とも女性にはハンデが与えら
　れます。　　
賞および賞品　全部門の中から「我が
まち№１」を決定します。

参加料　無料　  　
申込受付　５月１日㈫～ 20日㈭
【申込・問い合わせ】	 　
力自慢我がまち№１実行委員会（牧丘
Ｂ＆Ｇ海洋センター内）☎� 4411
（月曜休館）

<副賞>　「我がまち№１」　iPod　

敢闘賞　米（コシヒカリ）10キロ

　≪今年度のスポーツ教室
　開催予定をお知らせします≫
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　乙女高原の遊歩道づくりを今年も行
ないます。友達やご家族、職場仲間な
ど、みんなで誘い合わせてご参加くだ
さい。子どもの参加も大歓迎です。

日　時　５月 13日㈰
　　午前 9時 30分～午後２時まで
　　少雨決行
集合場所　乙女高原グリーンロッジ前
服　装　作業ができる服装。
　※標高 1,700 メートルの地です。
　　防寒着をご用意ください。
持ち物　弁当、飲み物、軍手、雨具　
　※カケヤ、ナタ、ノコギリ、ナイフ
　　などがある人はお持ちください。
内　容　草原内の杭の入れ替え、
　　ロープ張り、ゴミ拾い　など
その他　遊歩道作り終了後、「乙女高
原案内人の会」が主催する勉強会を開
催します。乙女高原の自然をみんなで
楽しく勉強する会です（自由参加）。
【問い合わせ】
観光課観光施設担当 (三富庁舎内）
☎ 0553 � 2121（内線 319）
ＦＡＸ 0553 ⑳ 4050　

第８回乙女高原遊歩道づくり

　道の駅「花かげの郷まきおか」では、
定期的に「花かげフリーマーケット」
を開催しています。 毎回約 30 店舗
の出店があり、日用品から雑貨、衣類
などたくさんの品物が並びます。 掘
り出し物がみつかるかもしれません。
ぜひお立ち寄りください。 

日　時 
　５月 13日㈰午前 11時～午後 3時
※フリーマーケットは、４月～ 11月
の毎月第１日曜日に開催します（５月
と 11月は第２週 ) 。6 月以降の開催
日は、広報折込のカレンダーでお知ら
せします。

＜あなたも店屋さん！出店者大募集＞
出店料　１区画（3m× 3m）500 円
※出店方法など詳しいことは、お問い
　合わせください。
【申込・問い合わせ】
道の駅　花かげの郷まきおか 
〒 404-0012 
山梨市牧丘町室伏 2120 
☎ 0553 � 4780 　ＦＡＸ 0553 � 4785 

　花かげフリーマーケット　 県立科学館特別投影「信玄が見た
星空　軍配に刻まれた北斗七星」

　戦国時代を駆けぬけるように生き
た武将、武田信玄。その人生と当時
の天文現象を、美しい切り絵で演出
します（2001 年に投影された番組
の特別投影です）。
開催日　４月28日㈯～30日（振休）、
　５月３日㈷～６日㈰
時　間　午後 5時～５時 30分
　（午後 4時 55分から入場開始）
定　員　各回 160人
費　用　大人 500円、
　高校生 300円、３歳以上 200円
※メーンエントランスで観覧券をお
　求めください。午後 4時 30分以
　前に入館する場合は、入館料も必
　要になります。
会　場　山梨県立科学館スペース
　シアター（甲府市愛宕町 358-1）
※北バイパス愛宕山トンネル手前　
　「こどもの国入り口」交差点を右
　折。徒歩の場合は、甲府駅北口か
　ら遊歩道で約 25分。
【問い合わせ】
☎ 055（254）8151
山梨県立科学館 

草原の花たちを守るための遊歩道づくり。
すがすがしい空気を吸いながら、一緒に作業しませんか。


